
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねえ、ほんとにここに彼かれがいるの？」

　雨あめの降ふる森もりの中なか。

　ひとりの女おんなの子こが、前ぜん方ぽうに立たっている男おとこの子こに声こえをかけた。

　女おんなの子こは、緑みどり色いろのカチューシャをつけている。

　男おとこの子こは、白しろいフードをかぶっている。

　紺こん野の沙さ知ち子こと相あい川かわ雷らい太たである。

　雷らい太たは以い前ぜん、『くねくね』に襲おそわれて行方ゆくえ不ふ明めいになってしまった妹いもうとの捺なつ奈なを見みつけるために、町まちから町まちへと旅たびをしてフシギを探さがしていた。

　フシギのせいで、捺なつ奈ながいなくなってしまったと思おもっていたのだ。

　その旅たびの中なかで、雷らい太たは『歌うたう案山子かかし』に襲おそわれそうになっていた沙さ知ち子こを助たすけた。

　以い来らい、２人ふたりは一いっ緒しょに行こう動どうをして、フシギを探さがし続つづけていた。

　そして彼かれらは、フシギに出で会あうことができた。

　だが、フシギも捺なつ奈なの行方ゆくえは分わからないのだという。

　捺なつ奈ながいなくなったのは、彼かれのせいではなかった。

　フシギは悪わるい人じん物ぶつではなかったのだ。

　沙さ知ち子こは一いっ旦たん旅たびを終おえて、自じ分ぶんの町まちへ戻もどることにした。

　雷らい太たも妹いもうと探さがしを続つづけながら、くねくねがどこにいるのか図と書しょ館かんなどで調しらべるようになった。

　そんなある日ひ。

　雷らい太たは図と書しょ館かんの古ふるい文ぶん献けんを調しらべていて、偶ぐう然ぜん『青あおい傘かさの男おとこ』についてある情じょう報ほうを入にゅう手しゅした。

　それをフシギに伝つたえなければと思おもい、沙さ知ち子ことともに、再ふたたび行方ゆくえを探さがしていたのだ。




「おじさんはここにいるって言いってたけど……」




　先さきほど、沙さ知ち子こたちは町まちの人ひとに「赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんが山やまへ入はいって行いくのを見みた」と聞きいた。

　赤あかいフードの少しょう年ねん──、それはフシギである可か能のう性せいが高たかい。

　今いま、２人ふたりがいるのは、紅くれないの山やまだった。

「だけど、どこにいるのかな？」

　山やまに入はいって、もう１時じ間かん近ちかくがすぎていた。

　かなり奥おくまでやって来きたが、フシギの姿すがたはどこにもない。

　雨あめもやむ気け配はいがなく、沙さ知ち子こたちはかなり濡ぬれていた。

「もしかしたら、フシギくんじゃなかったのかも……」

　たまたま赤あかいフードをかぶった男おとこの子こが、森もりを訪おとずれただけなのかもしれない。

　しかし、それを聞きいた雷らい太たは首くびを横よこにふった。




「この森もりに、千せん野のフシギはいる」




「ほんとに？」

「ああ」

　雷らい太たは真しん剣けんな表ひょう情じょうで一歩ぽ前まえに進すすもうとした。




　そのとき、目めの前まえの木きの枝えだから黒くろい物ぶっ体たいが動うごいた。




　黒くろい物ぶっ体たいは、雷らい太たにむかって襲おそいかかってくる。

「ぬわっ！」

　雷らい太たはあわてて腰こしにつけた革かわ製せいのバッグの中なかから、お札ふだを取とり出だした。

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！」

　お札ふだを頭あたまの上うえを飛とぶその物ぶっ体たいにむける。

　雷らい太たには、少すこしだけ霊れい感かんや霊れい力りょくがあり、お札ふだを使つかって一いち時じ的てきに都と市し伝でん説せつの怪かい人じんや怪かい物ぶつの動うごきを止とめることができるのだ。

　だが、沙さ知ち子こはそんな雷らい太たをなぜか冷さめた目めで見みていた。
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「ねえ、雷らい太たくん、何なにやってるの？」




「何なにって怪かい物ぶつに！」

「あのねえ、ちゃんとよく見みて」

「えっ？　ええと……ああ！」

　見みると、頭あたまの上うえを飛とんでいたのは、カラスだった。

　カラスはカーカーと鳴なきながら、森もりの中なかへと消きえて行いった。

「ほんと、雷らい太たくんって、頼たよりになるのかならないのかよく分わからないわよね」

　沙さ知ち子こはため息いきを漏もらす。

「しょ、しょうがないだろ。気け配はいを感かんじたんだから」

「気け配はい??」

　雷らい太たは「ああ」と答こたえると、前まえを見みた。




「さっき、急きゅうに千せん野のフシギの気け配はいがしたんだ」




　やはり、赤あかいフードの少しょう年ねんはフシギで間ま違ちがいないようだ。

　しかし、沙さ知ち子こは首くびをひねった。

「急きゅうにって、どういうこと？」

「分わからない。……分わからないけど、たしかに彼かれは今いま、この森もりの中なかにいるはずだ」

「じゃあ早はやく探さがしましょう！」

「ああ！」

　２人ふたりは、早はや足あしで森もりを歩あるきはじめた。
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　森もりの奥おく深ふかく。

　雨あめが降ふるなか、青あおい傘かさの男おとこは、真まっ赤かな手て帳ちょうをマリアにむけていた。

　季き節せつに関かん係けいなく、種しゅ類るいも大おおきさもバラバラの青あおい花はなが咲さき乱みだれている。

　マリアは純じゅん白ぱくのドレスを着きて、そんな花はな々ばなに包つつまれるかのように横よこたわっていた。




「さあ、マリア。目めを覚さますのです」




　青あおい傘かさの男おとこはマリアに近ちかづく。

　その顔かおには、今いままで見みたことのないような優やさしい笑えみが浮うかんでいた。

「マリア……、目めを覚さまして、あの頃ころと同おなじように私わたしに笑え顔がおを見みせておくれ」

　青あおい傘かさの男おとこは、マリアの目めの前まえまでやってきた。

　しかし次つぎの瞬しゅん間かん、急きゅうに険けわしい表ひょう情じょうになった。




「……なぜだ。どうして何なにも起おこらない？」




　青あおい傘かさの男おとこはするどい目めつきで、木きに吊つるされているフシギのほうを見みた。

「千せん野のフシギ、手て帳ちょうに何なにをした？　すべての呪のろいは回かい収しゅうしたはずだ！　それなのに、どうしてマリアは生いき返かえらないんだ！」

　青あおい傘かさの男おとこは声こえをあららげながら、木きのそばまでやってきた。

「手て帳ちょうを元もとに戻もどせ！」

　青あおい傘かさの男おとこは、ロープで縛しばられて身み動うごきが取とれないフシギに、手て帳ちょうを突つきつける。

「さあ、早はやく！　このままでは、マリアの美うつくしい姿すがたが朽くち果はててしまうではないか！」

　フシギは、その言こと葉ばにピクリと反はん応のうした。

「美うつくしい姿すがた……？」




　ヒュー




　青あおい傘かさの男おとこが造つくった花はな園ぞのに、強つよい風かぜが吹ふき抜ぬけた。

　青あおい花はな々ばなが揺ゆれる。

　同どう時じに急きゅう速そくに萎しおれ、枯かれ始はじめた。

「あああ！　時ときが動うごいてしまった」

　青あおい傘かさの男おとこは枯かれていく花はな々ばなを見みて慌あわてふためく。

　フシギは、花はな園ぞのを見みまわした。

　青あお々あおとした芝しば生ふは、まるで色いろが抜ぬけ落おちるかのように薄うす茶ちゃ色いろに染そまっていく。

　木き々ぎの葉はは枯かれ、次つぎ々つぎと地じ面めんに落おちていった。




　ピールリ　ピールリ　ジィ　ジィ




　オオルリが美うつくしい鳴なき声ごえを響ひびかせ、大おお空ぞらを飛とぶ。




　ピールリ　ジィ……ジィ……　キィィィ




　オオルリが悲ひ鳴めいのような声こえをあげると、そのまま地じ面めんに落らっ下かした。

　フシギはそれを見みつめると、わずかに口くちを開ひらいた。

「そうか、これは……」

　フシギは、この空くう間かんにあった呪のろいのことを思おもい出だした。




『静しずかなる花はな園ぞの』。




　呪のろいによって、花はな園ぞのの中なかにあるものだけは、時じ間かんが止とまっていた。

　呪のろいを回かい収しゅうしたことにより、すべての時ときが動うごき出だしたのだ。




「マリアァ!!」




　青あおい傘かさの男おとこは、あわててマリアのほうを見みた。

「よかった！　まだ美うつくしいままだ！」

　青あおい傘かさの男おとこはホッとすると、落おちていた枝えだを拾ひろい、フシギをにらみつけた。

「早はやく手て帳ちょうを戻もどせえ！」

　怒ど鳴なり声ごえをあげながら、青あおい傘かさの男おとこはフシギの身体からだを枝えだで激はげしく叩たたいた。




　ビシッ　ビシッ　バシッ




「ぐっ！　ああっ！」

　叩たたかれるたびに、フシギの顔かおが苦く痛つうで歪ゆがむ。

　ロープで縛しばられているため、逃にげることもよけることもできない。

「早はやく手て帳ちょうを戻もどせ！　マリアを生いき返かえらせろっ！」

　青あおい傘かさの男おとこは険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべながら、容よう赦しゃなくフシギを叩たたき続つづけた。




「お前まえは、大おおきな勘かん違ちがいを、している……」




　ふいに、フシギが青あおい傘かさの男おとこを見みた。

「勘かん違ちがいだと？」

「お前まえは、そこにいるマリアという女じょ性せいを……美うつくしいと言いったな？」

「ああ、マリアは生いきていた頃ころと同おなじようにずっと美うつくしい。それのどこが勘かん違ちがいだというのだ!?」




「すべてだ。お前まえには、彼かの女じょのその姿すがたが見みえていないのか？　──彼かの女じょはすでに、ミイラになっているんだ」




「何なに!?」

　青あおい傘かさの男おとこは戸と惑まどいながらも、横よこたわっているマリアに顔かおをむけた。

　瞬しゅん間かん、目めと口くちが大おおきく開ひらく。

　同どう時じに、全ぜん身しんを震ふるわせた。




「そんな馬ば鹿かな！　マリアァ!!」




　青あおい傘かさの男おとこは持もっていた枝えだを投なげ捨すてると、マリアのもとへ駆かけ寄よった。

「マリア！　マリアァ！」

　横よこたわっていたマリアを、青あおい傘かさの男おとこは抱だきかかえる。

「どうして!?　そんな！　マリアァ！」




　青あおい傘かさの男おとこが抱だきかかえたもの──、

　それは、純じゅん白ぱくのドレスを着きた、女おんなのミイラだった。




「千せん野のフシギィィ──」




　血ち走ばしった目めが、フシギのほうをむく。

「お前まえが手て帳ちょうに細さい工くをしたせいで、マリアは──！」

　青あおい傘かさの男おとこは先さきほどよりも太ふとい枝えだを拾ひろうと、立たち上あがった。




　バキッ




　次つぎの瞬しゅん間かん、青あおい傘かさの男おとこは枝えだを半はん分ぶんに折おって先せん端たんを尖とがらせると、それをフシギのほうへとむけた。

「千せん野のフシギィ──　よくもマリアを──」

　青あおい傘かさの男おとこはうなるような声こえで、フシギのほうへと迫せまってきた。

「許ゆるさン──　マリアをよくもよくも──」




　千せん野のフシギィィィ───!!




　青あおい傘かさの男おとこは目めの前まえまで迫せまると、持もっていた枝えだでフシギを突つき刺さそうとした。




「フシギ!!」




　突とつ然ぜん、丸まるい物ぶっ体たいが茂しげみの中なかから飛とび出だした。

　物ぶっ体たいは大おおきくジャンプをして、フシギにしがみつく。

「ぬんんんっ！」

　フシギを縛しばるロープに噛かみつく。

　その姿すがたを見みて、フシギは目めを見み開ひらいた。




「ジミー!!」
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　そこには、真まっ裸ぱだかのジミーがいた。

「ふんがああ!!」

　ジミーはロープを噛かみ切きった。

　フシギはジミーとともに、そのまま地じ面めんに着ちゃく地ちする。

「どうしてお前まえがアァァ！？？」

　青あおい傘かさの男おとこは、地じ面めんに落おちている黄き色いろいフードを見みた。

　ジミーは、『金かな縛しばりばばあ』とともに、手て帳ちょうに回かい収しゅうされたはずだったのだ。

　すると、ジミーはフンッと鼻はなを鳴ならした。




「ジミー様さまを舐なめるなよ。俺おれはあのとき素す早ばやく逃にげたんや！」




　フシギが呪じゅ文もんを唱となえたとき、ジミーは自じ分ぶんも回かい収しゅうされてしまうと気きづいた。

　そこで、とっさに黄き色いろいフードを脱ぬぎ捨すて、茂しげみの中なかへ飛とび込こんだのだ。

「お前まえは、そのことに全ぜん然ぜん気きづかなかったようやな！」

　ジミーは青あおい傘かさの男おとこを見みながら、勝かち誇ほこったかのような笑えみを浮うかべた。

「ジミー……」

　フシギがジミーを見みる。

「フシギ、もう大だい丈じょう夫ぶや」

　ジミーはフシギを見みて優やさしく笑わらった。




　アアァァアアア──！！！




　悲ひ鳴めいのような怒ど号ごうが響ひびき渡わたる。

　叫さけんだのは、青あおい傘かさの男おとこだ。

「すべての呪のろいを──、回かい収しゅうしていなかっただとオオ──??」

　青あおい傘かさの男おとこは、ジミーをにらみつけた。

「だから、マリアは──、マリアはミイラにイイ」




　よくもぉォおオぉォ──




　青あおい傘かさの男おとこは手て帳ちょうを投なげ捨すてると、ジミーに襲おそいかかろうとした。

　だが、そんなジミーの前まえにフシギが立たった。




「たとえ、ジミーを回かい収しゅうしていたとしても、マリアという女じょ性せいは生いき返かえることはない」

「どういうことだア──？　やはり、お前まえが手て帳ちょうに細さい工くをオ」

「──そうじゃない」

　フシギは、手て帳ちょうを拾ひろうと青あおい傘かさの男おとこをじっと見みつめた。




「この手て帳ちょうに、人ひとを生いき返かえらせる力ちからなどない」




「なん、だと……？」

「フシギ、それはほんまなんか？」

　戸と惑まどうジミーに、フシギはわずかに首くびを縦たてに動うごかした。

「マリアという女じょ性せいは、最さい初しょからずっとミイラだった」

「最さい初しょから……？」

「おそらくお前まえはその現げん実じつを直ちょく視しできなくて、幻まぼろしの彼かの女じょの姿すがたを見みていたんだ」




「そんな……馬ば鹿かな」




　青あおい傘かさの男おとこがよろめく。

「それでは、マリア……？　マリアはどうすれば生いき返かえるんだ……？」

　その言こと葉ばに、フシギは小ちいさく首くびを横よこにふった。

「ありえない……、これでは……話はなしが違ちがうではないか」

「話はなしが違ちがう……？」

「私わたしは……今いままで……マリアのために……」




　アアァ……　アァアア……　アアァアアア




「マリアァ……」

　青あおい傘かさの男おとこは大おおきくよろめく。

　瞬しゅん間かん、風かぜが吹ふき、かぶっていた青あおいラインが入はいった帽ぼう子しが、地じ面めんにポトリと落おちた。
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　それは、遠とおい遠とおい昔むかしの出で来き事ごと。

　今いまから数すう十じゅう年ねん前まえ、ひとりの青せい年ねんが、豪ごう華かなシャンデリアの光ひかりに包つつまれた夜よるのレストランで食しょく事じをとっていた。

「どうしてみんな分わかってくれないんだ」

　青せい年ねんは、色いろ白じろで瘦やせていて紺こん色いろのスーツを着きている。

　その顔かおは怒いかりに満みちていた。

　大だい学がく講こう師しであり民みん俗ぞく学がく者しゃでもある青せい年ねんは、長なが年ねんにわたり全ぜん国こく各かく地ちの伝でん承しょう──、その地ち域いきに住すむ人ひと々びとの間あいだで伝つたわる不ふ思し議ぎな話はなしを集あつめていた。

　そこには信しんじられないような事じ件けんや怪かい人じん、怪かい物ぶつの話はなしがいくつもあった。

　青せい年ねんは、それらが本ほん当とうに存そん在ざいしていると信しんじていた。

　しかし、誰だれも信しんじてくれなかった。

　青せい年ねんが必ひっ死しに書かいた論ろん文ぶんは、大だい学がくや学がっ会かいでみんなの笑わらいのタネになっていたのだ。

「こうなったら、私わたし自じ身しんが伝でん承しょうの怪かい物ぶつや怪かい人じんを直ちょく接せつ見みつけるしかない……」

　青せい年ねんは実じっ際さいにそれらを見みたことがなかった。

　誰だれも信しんじないというのであれば、何なんとしてでも捕つかまえて、みんなの前まえに連つれて来くるしかないのかもしれない。

「私わたしは間ま違ちがっていない。それをみんなに分わからせてやるんだ」

　青せい年ねんは険けわしい表ひょう情じょうで、持もっていたコップを強つよくにぎりしめた。




「一かず馬まさん、そんなに怖こわい顔かおをしないで」




　ふいに、透すき通とおるような柔やわらかな声こえが青せい年ねんの耳みみに届とどいた。

　青せい年ねんはハッとして、向むかい側がわに座すわった人じん物ぶつを見みる。

　そこには、瑠る璃り色いろの長ながい髪かみに透すき通とおるような白しろい肌はだをした美うつくしい女おんなの人ひとが座すわっていた。

　女おんなの人ひとは、澄すんだ瞳ひとみで青せい年ねんを見みつめながら、優やさしい笑えみを浮うかべていた。

「マリア……」




　青せい年ねんの名なは、城しろ山やま一かず馬まという。

　彼かれこそが、青あおい傘かさの男おとこである。

　そして、目めの前まえにいるのは、恋こい人びとのマリアだった。

　城しろ山やまの眉み間けんから皺しわが消きえ、穏おだやかな表ひょう情じょうになる。

　マリアはそんな彼かれを見みて、優やさしく笑わらった。

「私わたしは一かず馬まさんの味み方かたよ。今いままでも、これからも」

　城しろ山やまはマリアといるときだけは、心こころが満みたされるような気き持もちになった。

　嫌いやなことも、辛つらいことも、すべて忘わすれることができた。

　城しろ山やまは笑えみを浮うかべると、握にぎりしめていたコップをテーブルに置おいた。




「そういえば、一かず馬まさんにプレゼントがあるの」




「プレゼント？」

「ええ、今日きょうは一かず馬まさんのお誕たん生じょう日びでしょう」

「え、あっ、そうだったね」

　今日きょうは７月がつ７日か。

　城しろ山やまは、論ろん文ぶんを認みとめてもらうことに夢む中ちゅうで、自じ分ぶんの誕たん生じょう日びすら忘わすれてしまっていた。

「そうか。だからこのレストランで食しょく事じをしようと言いったんだね」

　ここは、初はじめてデートをしたときに訪おとずれた店みせだった。

「一かず馬まさん、お誕たん生じょう日びおめでとう」

　マリアは、紙かみ袋ぶくろの中なかからきれいに包ほう装そうされた箱はこを取とり出だした。

「開あけてもいいかい？」

「ええ、もちろん」

　城しろ山やまは、包ほう装そう紙しを丁てい寧ねいに取とると、箱はこの中なかを見みた。




　そこには、青あおいラインの入はいった帽ぼう子しが入はいっていた。




「一かず馬まさんのお気きに入いりの紺こん色いろの背せ広びろに合あわせてみたの。気きに入いってもらえるかしら」

「マリア……」

　胸むねが温あたたかくなる。

　その温あたたかさが全ぜん身しんに広ひろがる。

　城しろ山やまは帽ぼう子しをかぶると、その姿すがたをマリアに見みせた。
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「よかった。とっても似に合あっているわ」

「本ほん当とうかい。じゃあ、これからずっとこの帽ぼう子しをかぶっているよ」

「ずっと？」

「食しょく事じをするときも、風ふ呂ろに入はいっているときも。もちろん寝ねるときだって」

「まあ」

　マリアは楽たのしげに笑わらう。

「そうだ、今こん度ど、その帽ぼう子しをかぶって一いっ緒しょに森もりに行いきましょう」

「森もりに？」




「ええ。誰だれもいない静しずかな森もりの中なかで、椅い子すに座すわって２人ふたりで紅こう茶ちゃを飲のむの。オオルリの鳴なき声ごえを聞ききながら、きれいな花はなを見みましょう。誰だれにも邪じゃ魔まされず、暖あたたかな太たい陽ようの下したで、ずうっと楽たのしく２人ふたりだけでお話はなしをしましょう」




　オオルリは、マリアが好すきな青あおく美うつくしい鳥とりだ。

「マリア……」

　たとえ論ろん文ぶんが認みとめられなくても、マリアがいれば、それだけでいいのかもしれない。

　城しろ山やまはそう思おもうと、何なにか憑つき物ものが落おちたような気き持もちになり、心こころが軽かるくなった。

「ありがとう、マリア」

　やがて、食しょく事じを終おえた城しろ山やまは、笑え顔がおで席せきを立たった。

　そのとき、マリアが突とつ然ぜん苦くるしそうな顔かおをした。

「マリア、どうしたんだい??」

「あ、む、胸むねが……」

　マリアは胸むねを押おさえながら、城しろ山やまのほうを見みた。

「か、かずま、さん。あ、あああ──」

　次つぎの瞬しゅん間かん、マリアは崩くずれるかのようにその場ばに倒たおれた。
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　翌よく日じつ。

　マリアは一いち命めいを取とり留とめたものの、医い師しは残のこされた時じ間かんが短みじかいことを城しろ山やまに告つげた。

　マリアはもともと心しん臓ぞうに重おもい病びょう気きを持もっていた。

　もはや、回かい復ふくする見み込こみはなかったのだ。




（どうすればマリアを助たすけることができるんだ……）




　城しろ山やまは自じ宅たくの洋よう館かんに帰かえってくると、地ち下かにある書しょ斎さいで、来くる日ひも来くる日ひもその方ほう法ほうを考かんがえ続つづけた。

　だが、医い師しでもない城しろ山やまに、そんなことが考かんがえられるはずがなかった。

（どうすればいいんだ……。どうすれば……）

　城しろ山やまは徐じょ々じょに追おい詰つめられていく。

　そして大だい学がくにも行いかず、マリアの様よう子すを見みに行いくことすらなくなってしまった。




　それは、書しょ斎さいにこもり続つづけて、１週しゅう間かん目めの夜よるだった。

　喉のどのかわきを覚おぼえた城しろ山やまは、水みずを飲のもうと椅い子すから立たち上あがった。




　バサッ




　ふいに、本ほん棚だなの上うえから一冊さつの本ほんが落おちた。

　積つみ上あげていた本ほんが落おちたようだ。

　城しろ山やまは何なに気げなく本ほんを手てに取とり、元もとの場ば所しょに戻もどそうと思おもった。

　そのとき、城しろ山やまは本ほんの表ひょう紙しに釘くぎ付づけになった。




『世せ界かいの不ふ可か思し議ぎ話ばなし』




　それは、論ろん文ぶんを書かくための資し料りょうとして購こう入にゅうした本ほんの一冊さつだ。

「これは……」

　城しろ山やまは何なにかを思おもうと、まわりを見みた。

　本ほん棚だなだけではなく、床ゆかや机つくえに数かぞえきれないほどの不ふ可か思し議ぎな伝でん承しょうに関かんする本ほんや資し料りょうが置おかれている。

　城しろ山やまはハッとすると机つくえに駆かけ寄より、散ちらかった資し料りょうの中なかから論ろん文ぶんの束たばを取とり出だした。

　その１ページ目めを、食くい入いるように見みた。




『この世せ界かいに存そん在ざいする不ふ可か思し議ぎな伝でん承しょうは、そのすべてが本ほん当とうに存そん在ざいしている──』




「そうだ。これがあった……」

　全ぜん国こくには、人ひとを襲おそう怪かい物ぶつや怪かい人じんの伝でん承しょうだけではなく、不ふ可か思し議ぎな力ちからを持もった伝でん承しょうも多おおくあった。

　そのなかにきっと、どんな病やまいでも治なおせるものがあると思おもったのだ。

　城しろ山やまの顔かおに、自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　マリアを助たすけることができるかもしれない。

「マリア、待まっているんだよ──！」

　書しょ斎さいの中なかに、城しろ山やまの喜よろこびの声こえが響ひびき渡わたった。




　翌よく日じつから、城しろ山やまは全ぜん国こくを歩あるきまわった。

『どんな願ねがい事ごとでも叶かなえる怪かい物ぶつ』がいるという伝でん承しょうを聞きけば、その噂うわさのある島しままで行いって、３日か３晩ばん探さがし続つづけた。

『怪け我がを治なおす怪かい人じんがいる』という伝でん承しょうを知しれば、その噂うわさのある町まちで、実じっ際さいに見みた人ひとがいないか聞きき続つづけた。

　家いえの書しょ斎さいの壁かべには、伝でん承しょうに関かんする様さま々ざまなメモが貼はられていった。

　資し料りょうは今いままで以い上じょうに増ふえ、山やまのように積つまれていた本ほんが数すう倍ばいに増ふえていた。

　だがそれでも、伝でん承しょうの怪かい物ぶつや怪かい人じんを実じっ際さいに見みつけることはできなかった。




　８月がつ。

　マリアが倒たおれて１カ月げつが過すぎていた。

　マリアの病びょう状じょうはさらに悪あっ化かし、もはや死しぬのは時じ間かんの問もん題だいだった。

　伝でん承しょうの怪かい物ぶつや怪かい人じんはただの噂うわさで、存そん在ざいなどしていないのかもしれない。

　城しろ山やまは絶ぜつ望ぼうの淵ふちに立たたされていた。




　その日ひ、朝あさから雨あめが降ふっていた。

　城しろ山やまはとある山やまに来きていた。

　いつものように、村むらや町まちをまわり、伝でん承しょうを調しらべていく中なかで、山やま間あいにある小ちいさな村むらの噂うわさを聞きいたのだ。

　その村むらは、数すう年ねん前まえ、全ぜん住じゅう民みんが行方ゆくえ不ふ明めいになるという怪かい事じ件けんが起おきていた。

　それは、城しろ山やまも新しん聞ぶんの小ちいさな記き事じで読よんだことがある。

　だが、その原げん因いんが何なんなのかは記き事じには書かかれていなかった。

　町まちの人ひとたちは、原げん因いんが何なんなのかを噂うわさしていて、城しろ山やまはそれに強つよい興きょう味みを抱いだいたのだ。




　あの村むらの住じゅう人にんが消きえたのは、『お神かみ様さま』と呼よばれる双ふた子ごの兄妹きょうだいのせいである──。




　その兄妹きょうだいは村むらに住すんでいて、不ふ思し議ぎな力ちからがあった。

　そしてある日ひ。いつやむか分わからぬ長なが雨あめを鎮しずめるために、人ひと身み御ご供くうとして捧ささげられたのだという。

　しかし儀ぎ式しきの直ちょく後ご、村むらの人ひと々びとは厄やく災さいを招まねいてしまい、全ぜん住じゅう人にんがこつ然ぜんと消きえてしまった。

　お神かみ様さまと呼よばれた双ふた子ごの力ちからが暴ぼう走そうしたらしい。

　城しろ山やまはその話はなしを聞きき、これが今いままで調しらべてきた伝でん承しょうとは違ちがうことに気きづいた。

　住じゅう人にんたちが消きえたという事じ件けんは、本ほん当とうに起おきていたのだ。

　調しらべる価か値ちがある。城しろ山やまはそう思おもった。




　山やまを歩あるきはじめて、数すう時じ間かんが過すぎていた。

　時じ刻こくは夕ゆう方がた近ちかく。

　雨あめの降ふる森もりの中なかは、薄うす暗ぐらくジメジメとしていた。

　城しろ山やまは傘かさもささずに歩あるき続つづけ、帽ぼう子しと背せ広びろは、すっかり冷つめたくなっていた。

（これ以い上じょう探さがすのは無む駄だなのかもしれない……）

　消きえた住じゅう人にんたちは、長ながく続つづく雨あめのせいで田た畑はたが耕たがやせなくなり、村むらを捨すてただけなのかもしれない。

　そもそも、この事じ件けんを伝つたえる新しん聞ぶんの記き事じには、具ぐ体たい的てきなことは何なにも書かかれていなかった。

　人ひと身み御ご供くうになった双ふた子ごなどいなかったのかも。

　城しろ山やまはそう思おもうと、小ちいさなため息いきを漏もらした。

　そのときだった。




　ササッ




　目めの前まえを誰だれかが走はしりすぎた。

　その人じん物ぶつは、前ぜん方ぽうにある岩いわの後うしろに隠かくれた。

（こんな山やま奥おくにどうして人ひとが？）

　城しろ山やまは戸と惑まどいながら、岩いわのほうに近ちかづく。

　そして、ゆっくりと隠かくれているその人じん物ぶつを見みた。




　そこには、子こ供どもがいた。

　黒くろいフードをかぶった女おんなの子こだ。




　白しろい肌はだに、大おおきな澄すんだ目めとシュッと通とおった鼻はな筋すじ、そして薄うすく綺き麗れいな唇くちびる。

　人ひと里ざと離はなれた薄うす暗ぐらい森もりの中なかで、彼かの女じょは異い質しつの存そん在ざいのように思おもえた。

「君きみは……」

　城しろ山やまは戸と惑まどいながらも、声こえをかけた。

　しかし、女おんなの子こは怯おびえながら一歩ぽ下さがった。
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「怖こわがらなくてもいい。君きみのことを知しりたいんだ」

「私わたしは……」

「どうしてこんな山やま奥おくにいるんだい？」

「それは……」

「もう大だい丈じょう夫ぶだよ──」

　城しろ山やまは女おんなの子こを安あん心しんさせようと、マリアに見みせるときのように優やさしく笑えみを浮うかべた。

　すると、女おんなの子この表ひょう情じょうが一いっ瞬しゅん和やわらいだ。

「おじさんは……、私わたしを捕つかまえたりしない？」

「私わたしは君きみを捕つかまえたりしないよ」

「お兄にいちゃんのことは？」

「お兄にいちゃん……？」

「双ふた子ごのお兄にいちゃん。私わたし、お兄にいちゃんをずっと探さがしているの」

「それって……」




「みんなが、私わたしたちを神かみ様さまに捧ささげようとしたの──」




　その言こと葉ばに、城しろ山やまは目めを見み開ひらく。

　間ま違ちがいない。

　彼かの女じょこそが、数すう年ねん前まえの事じ件けんのとき、人ひと身み御ご供くうになった双ふた子ごの兄妹きょうだいの妹いもうとだ。

　見みた目めは、ただの女おんなの子こに見みえる。

　城しろ山やまが想そう像ぞうしていた今いままで調しらべてきた伝でん承しょうの中なかの怪かい物ぶつや怪かい人じんの姿すがたとは、まったく違ちがう。

　だが、噂うわさは本ほん当とうだったのだ。




　なぜひとりでこんなところにいるのだ？

　数すう年ねん間かん、ずっと山やまをさ迷まよっていたのか？




　城しろ山やまは自じ分ぶんが今いままでにないほど高こう揚ようしていることに気きづいた。

「こっちへおいで。私わたしが一いっ緒しょにお兄にいさんを探さがしてあげるよ」

　城しろ山やまは平へい静せいを装よそおいながら、女おんなの子こに近ちかづく。

　女おんなの子こは安あん心しんしているようで、ゆっくりと岩いわ陰かげから出でてきた。

「よかった。おじさんが優やさしい人ひとで」

「ああ、私わたしは君きみの味み方かただよ」

　城しろ山やまは、女おんなの子この目めの前まえまでやって来くると、満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

「さあ、君きみの不ふ思し議ぎな力ちからを、私わたしに見みせてくれるかい？」

　城しろ山やまは女おんなの子この腕うでをつかもうとした。




「嫌いやっ！」




　突とつ然ぜん、女おんなの子こはそばに落おちていた石いしを拾ひろうと、城しろ山やまに投なげつけた。

「うわっ！」

　城しろ山やまはとっさに石いしをよける。

「何なにをするんだ！」

「おじさん、怖こわい！」

「えっ!?」

　城しろ山やまは、自じ分ぶんがいつの間まにか、不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべていることに気きづいた。

　女おんなの子こは、あわてて逃にげ出だす。

「待まて!!」

　城しろ山やまは女おんなの子こを追おった。

「お前まえが住じゅう人にんたちを消けしたのは分わかっているんだぞ！」

「来こないで！」

「お前まえの力ちからを見みせろ！」

「お兄にいちゃん、助たすけて！」

「うるさい！　どうせその兄あにも、お前まえが消けしたんだろ!!」

　城しろ山やまは女おんなの子こを捕つかまえようとした。

　だがそのとき、地じ面めんにできたくぼみに足あしを取とられ、大おおきくよろけた。

「うわああ！」




　バシャン！




　雨あめでぬかるんだ地じ面めんに顔かおから倒たおれる。

「くそっ！」

　城しろ山やまは苛いら立だちながらもすぐに立たち上あがると、女おんなの子このほうを見みた。

「えっ……？」




　女おんなの子この姿すがたが消きえていた。




　辺あたりを探さがすが、どこを探さがしても女おんなの子こは見みつからない。

「どういうことだ……??」

　城しろ山やまは戸と惑まどう。

　だがその顔かおにはなぜか、笑えみが浮うかんでいた。




　伝でん承しょうは、本ほん当とうに存そん在ざいしていた──。




　城しろ山やまは、山やまから下おりると、そのままマリアの入にゅう院いんしている病びょう院いんへむかった。

　服ふくは汚よごれ、身体からだもボロボロだが、まったく気きにならなかった。

　自じ分ぶんの学がく説せつは間ま違ちがっていなかった。

　このまま不ふ思し議ぎな伝でん承しょうを探さがしていけば、必かならずマリアの病やまいを治なおす力ちからと出で合あえるはずだ。

　マリアと幸しあわせな生せい活かつを送おくることができる。




「マリア、君きみのために真まっ白しろなドレスを買かおう。そして静しずかな森もりの中なかで、オオルリときれいな花はなに囲かこまれて紅こう茶ちゃを飲のみながら、いつまでも楽たのしくおしゃべりをしよう！」




　病びょう院いんにたどり着ついたとき、すでに夜よるになっていた。

　城しろ山やまは受うけ付つけを走はしり抜ぬけると、そのままマリアの病びょう室しつに飛とび込こんだ。




「マリア、もう少すこしの辛しん抱ぼうだよ！」




　城しろ山やまはマリアのそばに駆かけ寄よった。

「君きみはきっと治なおる。私わたしが必かならず治なおしてみせる！」

　精せい一いっ杯ぱいの笑え顔がおで、城しろ山やまはマリアに話はなしかけた。

　しかし、すぐにその表ひょう情じょうが固かたまった。




「マリア……？」




　ベッドの上うえに、いつものようにマリアがいる。

　だが、マリアはどれだけ声こえをかけても、目めを開ひらかなかった。

「マリア、どうしたんだい？　私わたしだよ」

　城しろ山やまはふと、そばにある棚たなの上うえに置おかれた手て鏡かがみを見みる。

　顔かお中じゅう泥どろだらけになっている。

「ははは、泥どろがついているから変へんな男おとこが現あらわれたと思おもったんだね」

　城しろ山やまはスーツの袖そでで泥どろを拭ぬぐうと、マリアのほうに顔かおをむけた。

「これで私わたしだと分わかるだろ。もう目めを覚さまして大だい丈じょう夫ぶだよ」

　城しろ山やまはほほ笑えみながら手てを伸のばすと、そっとマリアの頬ほおに触ふれた。




　マリアの頬ほおは、まるで氷こおりのように冷つめたかった。




「城しろ山やまさん……」

　医い師しが看かん護ご師しとともに病びょう室しつに入はいってきた。

　２人ふたりとも沈ちん痛つうな表ひょう情じょうを浮うかべている。

「残ざん念ねんですが、マリアさんは……」




「噓うそだ！！！」




　城しろ山やまは医い師しの言こと葉ばをさえぎり詰つめ寄よった。

「噓うそだ噓うそだ噓うそだ、噓うそをつくな!!」

　城しろ山やまは医い師しに殴なぐりかかる。

　大おお声ごえを聞きいて駆かけ込こんできたほかの医い師したちがあわてて城しろ山やまを止とめた。

「そんなのありえない！　マリアの病やまいは治なおせるんだ！　私わたしが！　私わたしが治なおすはずだったんだ！　マリア──!!」

　城しろ山やまは泣なき叫さけびながら、崩くずれるようにその場ばに膝ひざをついた。




　　　　[image: ]




「なあ、おもしろい話はなし聞きいたぜ」

「なになに？」

「城しろ山やま先せん生せいが、ついに大だい学がくを辞やめたんだって」

　マリアが死しんで半はん月つきがすぎた。

　城しろ山やまが勤つとめていた大だい学がくでは、学がく生せいたちが様さま々ざまな噂うわさ話ばなしをしていた。

「家いえから一いっ歩ぽも出でなくなったらしいよ」

「伝でん承しょうを調しらべすぎて、おかしくなったって聞きいたぞ」

「何なんでも、呪のろいを使つかって恋こい人びとを殺ころしたんだってさ」

　それはまるで、城しろ山やま自じ身しんが伝でん承しょうの中なかの怪かい人じんや怪かい物ぶつのような扱あつかいだった。

　しかし、城しろ山やまの家いえへ行いって、その真しん相そうを確たしかめようとする者ものは誰だれもいなかった。

　ただ噂うわさだけが広ひろがり、城しろ山やまの不ぶ気き味みな存そん在ざいだけがひとり歩あるきしていったのだ。




（マリア、私わたしはもうダメかもしれない……）

　広ひろい洋よう館かんの中なか。

　城しろ山やまは地ち下か室しつの書しょ斎さいにこもり続つづけていた。

　もはや、伝でん承しょうを探さがす気き力りょくもなかった。

　たとえ、論ろん文ぶんが認みとめられたとしても、今いまの城しろ山やまにとっては無む意い味みなことだった。

　すべては、マリアのためだったのだ。

　城しろ山やまは机つくえに座すわり、ただ黙もく々もくと日にっ記きを書かいていた。

　それは、伝でん承しょうについて調しらべたことを記き録ろくするものだったが、今いまやページには、マリアとの思おもい出でだけが綴つづられていた。

　だが、書かけば書かくほど、城しろ山やまの心こころの中なかを絶ぜつ望ぼうが支し配はいしていった。

　同どう時じに、生いきていく意い味みを見み出いだせなくなっていた。

「マリア……」

　やがて、日にっ記きを書かき終おえた城しろ山やまは、ゆっくりと立たち上あがった。

　ヨレヨレのシャツを気きにすることなく、紺こん色いろの背せ広びろを着きこむ。

　そして部へ屋やの隅すみへ行いくと、スタンドから青あおいラインの入はいった帽ぼう子しを手てに取とった。

「せめて最さい後ごぐらいはちゃんとしないとな……」

　城しろ山やまは壁かべにかけられた鏡かがみを見みながら、帽ぼう子しを深ふかくかぶった。

　自し然ぜんと笑えみがこぼれる。

　それと相あい反はんするかのように、深ふかくかぶった帽ぼう子しで見みえなくなった目めからは、涙なみだが流ながれていた。




「マリア、今いまそっちに行いくからね……」




　城しろ山やまはほほ笑えみながら涙なみだを流ながし、テーブルに置おかれていたナイフを手てにした。

　今日きょうが何なん月がつ何なん日にちなのか分わからない。

　昼ひるなのか夜よるなのかも分わからない。

　薄うす暗ぐらい地ち下か室しつの書しょ斎さいで、誰だれにも気きづかれることなく、城しろ山やまはナイフを両りょう手てで強つよくにぎりしめた。

　その瞬しゅん間かん──、




　クルノデス




　突とつ然ぜん、不ぶ気き味みな声こえが聞きこえた。

　誰だれかが来きたのか？

　城しろ山やまはハッとなって、地ち下か室しつのドアのほうを見みた。

　だが、誰だれもいない。

　部へ屋やを見みまわすが、やはり人ひとの姿すがたはない。

「空そら耳みみか……？」

　城しろ山やまは戸と惑まどいながらも、小ちいさく息いきを吐はいた。




　クルノデス




　今こん度どははっきりと聞きこえた。

　それは、誰だれかがしゃべった声こえではない。

　誰だれかが、頭あたまの中なかに直ちょく接せつ語かたりかけているのだ。

「何なんだこれは??」

　城しろ山やまはパニックになりながら、まわりを見みる。

　すると、頭あたまの中なかでまた声こえが聞きこえた。




　ワタシハ　ソコニハイナイ




「誰だれだお前まえは！」




　クルノデス　ワタシノモトヘ　クルノデス

　クルノデス　クルノデス　クルノデス　クルノデス……




「やめろお!!」

　城しろ山やまは持もっていたナイフを闇やみ雲くもに振ふり回まわした。

　だが、いくらナイフを振ふり回まわしても、頭あたまの中なかから不ぶ気き味みな声こえが消きえることはなかった。




　クルノデス　クルノデス　クルノデス

　ワタシノモトヘ　クルノデス




　自みずから命いのちを絶たとうとしてから、数すう日じつが過すぎた。

　城しろ山やまは今いままで体たい験けんしたことのないような恐きょう怖ふにさいなまれていた。

　頭あたまの中なかで、毎まい日にちのように不ぶ気き味みな声こえが聞きこえていたのだ。

　誰だれかが城しろ山やまのことを呼よんでいる。

　どこかに来くるようにと誘いざなっている。

　だが、城しろ山やまがそれに答こたえることはなかった。




　クルノデス　クルノデス

　私ワタシノモトヘ　来クルノデス




　日ひが経たつにつれて、声こえは頭あたまの中なかで少すこしずつはっきりと聞きこえるようになっていった。

　夏なつが終おわり、秋あきになった。

　城しろ山やまは、地ち下か室しつの書しょ斎さいにこもり続つづけていた。

「助たすけて……、助たすけて……」

　城しろ山やまはつぶやきながら、壁かべに一いっ心しん不ふ乱らんに何なにかを書かいている。

　乱みだれたその文も字じは、




　呪のろわれる




　と、読よめた。

　城しろ山やまは文も字じを書かき終おわると、泣なきそうな表ひょう情じょうでその場ばにくずおれた。

「マリア……、私わたしはもうダメだ……」

　マリアがそばにいてくれたら。

　城しろ山やまはただ、すべての苦くるしみから解かい放ほうされたいと願ねがった。

　これ以い上じょうおかしくなれば、おそらく自じ我がを失うしなってしまうだろう。

　だが、もはや自みずから命いのちを絶たつ気き力りょくすら残のこっていなかった。

「誰だれでもいい。この苦くるしみから、私わたしを救すくってくれ──」

　城しろ山やまは初はじめて、マリア以い外がいの者ものに助たすけを求もとめた。

　そのとき、頭あたまの中なかでまた不ぶ気き味みな声こえが聞きこえた。




　私ワタシガ　救スクッテ　アゲマスヨ

　彼カノ女ジョヲ　生イキ返カエラセル方ホウ法ホウガ　アリマス




「えっ……？」

　声こえは、まるで城しろ山やまの心こころの中なかを把は握あくしているようだった。

「どういうことだ??」

　城しろ山やまは初はじめて声こえに返へん事じをした。

　すると、不ぶ気き味みな声こえはわずかに笑わらい声ごえを響ひびかせた。

　そして、城しろ山やまに話はなしかけてきた。




　マリアさんを生いき返かえらせたかったら、

　ある場ば所しょへ、来くるのです。

　私わたしはそこで、あなたを待まっていますよ。




　翌よく日じつ。

　城しろ山やまは声こえに導みちびかれ、列れっ車しゃを乗のり継つぎ、見み知しらぬ町まちを訪おとずれた。

（たしかこの町まちは……）

　町まちの名なが書かかれた駅えき前まえの看かん板ばんを見みて、城しろ山やまは怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべる。

　集あつめた伝でん承しょうの資し料りょうの中なかに、この町まちのことが書かかれていたのだ。

（まさか、あの声こえは……、伝でん承しょうの中なかの怪かい人じんなのか──??）

　城しろ山やまはそう思おもうと、全ぜん身しんの毛けが逆さか立だつような感かん覚かくに襲おそわれた。

　あれほど探さがし求もとめていた存そん在ざいが、むこうから語かたりかけてきた。

　ありえない。

　そう思おもいつつも、強つよく興きょう味みを惹ひかれる。

　だがすぐに、ある疑ぎ問もんを感かんじた。

（たしかこの町まちにあった伝でん承しょうは……）

　城しろ山やまはそれを思おもい出だそうとしたが、なかなか思おもい出だせなかった。

　しかし、人ひとを生いき返かえらせるような伝でん承しょうではなかったことだけは確たしかだ。

　怪かい人じんは何なにが目もく的てきなのだろうか？

　おびき出だし、呪のろい殺ころそうとしているのだろうか？

　城しろ山やまは戸と惑まどいながらも、駅えきのむこうに広ひろがる海うみを見みた。

　怪かい人じんは、城しろ山やまへ海うみのそばにある雑ぞう木き林ばやしに来くるようにと言いっていた。

　怪かい人じんの目もく的てきが何なんなのかは分わからない。

　だが、行いくしかない。

「マリア……」

　城しろ山やまは、決けつ意いを固かためると、海うみにむかって歩あるき出だした。




　ヒュー　ヒュー




　海うみに近ちかづくにつれ、風かぜが強つよくなっていく。

　城しろ山やまはかぶっていた帽ぼう子しを吹ふき飛とばされないように手てで押おさえながら、雑ぞう木き林ばやしの前まえまでやって来きた。

「来きたぞ……」

　誰だれもいない雑ぞう木き林ばやしを見みつめながら、城しろ山やまはつぶやく。

「マリアを生いき返かえらせてくれ」

　城しろ山やまはそう言いうが、返へん事じはない。

　時じ刻こくは昼ひる過すぎ。

　風かぜの音おとのほかには、海かい岸がんに打うちつける波なみの音おとしか聞きこえなかった。

（まさか、あの声こえはただの幻まぼろしだったのか……）

　しばらくして。

　城しろ山やまはふと、冷れい静せいになった。

　マリアを失うしなった悲かなしみから、頭あたまの中なかで声こえがしたように思おもっただけなのかもしれない。

（こんなところまで来きて、私わたしは……）

　城しろ山やまは自じ分ぶんのことを情なさけなく思おもうと、ここから去さることにした。




　さあ、私わたしのもとへ、来くるのです──




　突とつ然ぜん、声こえが聞きこえた。

　それが頭あたまの中なかで聞きこえているのか、直ちょく接せつ声こえとして耳みみに聞きこえているのか分わからない。

　しかし、雑ぞう木き林ばやしの奥おくから城しろ山やまのことを呼よんでいた。




　ヒュゥゥゥ




　強つよい風かぜが吹ふき抜ぬけ、雑ぞう木き林ばやしの草くさ木きを激はげしく揺ゆらす。

　次つぎの瞬しゅん間かん、揺ゆれた草くさ木きが萎しなびるように倒たおれ、１本ぽんのまっすぐな道みちを作つくった。

「お前まえは、この先さきに……いるのか……？」

　城しろ山やまは、ごくりと唾つばを飲のみ込こむ。


[image: ]






　ザザ　ザザザ




　風かぜと波なみの音おとが混まざり合あって、雑ぞう木き林ばやしの中なかに響ひびく。

　城しろ山やまは戸と惑まどいながらも、まっすぐに延のびた道みちを、一いっ歩ぽまた一いっ歩ぽと歩あるいて行いった。




　ザザザ　ザザザザ




　風かぜと波なみがさらに強つよくなる。

　まわりの木き々ぎがうねるように激はげしく揺ゆれる。

　今いますぐ逃にげるべきだと、本ほん能のうが叫さけぶ。

　それでも、城しろ山やまは必ひっ死しに恐きょう怖ふに耐たえ、前まえへ進すすみ続つづけた。

（マリア……、君きみのためなら、私わたしは何なんでもするよ……）

　それは、城しろ山やまにとって希き望ぼうの言こと葉ばだった。




　コツン




　ふいに、足あしに何なにかが当あたった。

　城しろ山やまが目めを下したにむけると、そこには赤あかん坊ぼうの人にん形ぎょうが落おちていた。

　顔かおも服ふくもボロボロで、あちこち壊こわれている。

　城しろ山やまは戸と惑まどいながらも、顔かおを前まえにむけた。




　そこには、雑ぞう木き林ばやしに隠かくされるかのように、小ちいさな山やまがあった。




　ただの山やまではない。

　無む数すうのゴミでできた薄うす汚よごれた山やまである。

　オモチャだけではなく、皿さらやコップ、テーブルやタンスも捨すてられている。

　どうやら、町まちの人ひとたちが勝かっ手てにここに捨すてているようだ。

　城しろ山やまはそんなゴミの山やまをぼう然ぜんと眺ながめていた。




「待まっていましたよ──」




　ゴミの山やまから、あの声こえが聞きこえた。

　声こえの主ぬしだ。

「お前まえが、私わたしに……？」

　城しろ山やまは、ゴミの中なかにいる声こえの主ぬしをじっと見みつめた。

「マリアを生いき返かえらせることができるのか？」

　そう尋たずねると、声こえの主ぬしはゆっくりとした口く調ちょうで答こたえた。

「『お神かみ様さま』と呼よばれる双ふた子ごの妹いもうとを使つかって、今いまではもう消きえてしまった様さま々ざまな伝でん承しょうを具ぐ現げん化かするのです。そして、双ふた子ごの兄あにに、持もっている『赤あかい手て帳ちょう』でその呪のろいをすべて回かい収しゅうさせるのです」

「お神かみ様さま……」

　それは、以い前ぜん山やまの中なかで出で会あった、あの黒くろいフードの少しょう女じょのことだ。

「ほんとに、すべての呪のろいを集あつめたら、マリアを生いき返かえらせることができるのか？」

　その問といに、声こえの主ぬしは不ぶ気き味みな笑わらい声ごえで応こたえた。

　そして、「もちろんですよ」と言いった。

「さあ、私わたしと一いっ緒しょに、千せん野のヒミツさんを探さがしに行いこうじゃありませんか」




　ウク　クク　ウククク




　マリアが生いき返かえれば、あの幸しあわせだった日ひ々びを取とり戻もどすことができる。

　マリアが生いき返かえれば、あの笑え顔がおをまた見みることができる。

「分わかった……」

　城しろ山やまは、ゴミの山やまに足あしを踏ふみ入いれる。

　声こえの主ぬしの前まえまでたどり着つくと、ゆっくりと手てを伸のばした。
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　現げん在ざい。

　降ふりしきる雨あめの中なか。

『青あおい傘かさの男おとこ』は、よろめきながらフシギを見みていた。

「千せん野のフシギ……、噓うそだと言いうんだ……」

　地じ面めんに落おちた青あおいラインの入はいった帽ぼう子しが、すっかり濡ぬれていた。

　しかし青あおい傘かさの男おとこは、そのことにもまったく気きづいていない。

　フシギに、マリアの遺い体たいは最さい初しょからずっとミイラだったと言いわれて、動どう揺ようしているようだ。

「手て帳ちょうに呪のろいを回かい収しゅうすればマリアは……、彼かの女じょはきっと生いき返かえるはずなんだ」

　風かぜが吹ふき、青あおい傘かさの男おとこの髪かみがなびく。

　その髪かみを見みて、ジミーはギョッとした。




　髪かみの色いろが、いつの間まにか真まっ白しろになっていた。




「どういうことや？」

　よく見みると、青あおい傘かさの男おとこの顔かおはひどくやつれていた。

　肌はだには深ふかい皺しわが刻きざまれ、顔かおにはいくつもの染しみが出でてきた。




　青あおい傘かさの男おとこは、瞬またたく間まに老ふけていく。




　フシギは青あおい傘かさの男おとこをじっと見みつめる。

　青あおい傘かさの男おとこはおぼつかない足あし取どりで、フシギに近ちかづいて行いった。

「手て帳ちょうを渡わたせ……、私わたしはマリアを……」

　よろめきながらも、青あおい傘かさの男おとこはフシギの持もっている赤あかい手て帳ちょうを見みる。

　そして、皺しわだらけの手てを、手て帳ちょうにむかって伸のばす。

「私わたしは、マリアを、生いき返かえらせるんだ……。手て帳ちょうさえあれば、マリアは……」

　一歩ぽ、また一歩ぽと、青あおい傘かさの男おとこはフシギに近ちかづく。

　ジミーは戸と惑まどいながらも、フシギのほうを見みた。

　フシギは、身み構がまえることもなく、ただ青あおい傘かさの男おとこを見みていた。

　その目めは、青あおい傘かさの男おとこをどこか憐あわれんでいるようにも見みえる。

「フシギ……」

　心しん配ぱいそうに声こえをかけるジミーをよそに、フシギは青あおい傘かさの男おとこをむかえるように、一歩ぽ近ちかづいた。

　フシギは、青あおい傘かさの男おとこの目めの前まえに立たつ。

　青あおい傘かさの男おとこは、そんなフシギを年とし老おいて半はん分ぶん開あかなくなった目めで見みつめた。

「頼たのむ……、手て帳ちょうを……渡わたして……くれ」

　青あおい傘かさの男おとこは、皺しわだらけの手てを必ひっ死しに伸のばす。

　フシギはそれを払はらいのけることなく、口くちを開ひらいた。




「お前まえは、誰だれに騙だまされたんだ──？」




　瞬しゅん間かん、青あおい傘かさの男おとこは目めを見み開ひらいた。

　同どう時じに、伸のばした手てが止とまった。

「騙だまされ……た……？」

　青あおい傘かさの男おとこは、うつむき、その言こと葉ばを何なん度どもつぶやく。




「騙だまされた……？　私わたしが騙だまされた……？」
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　つぶやきながら、全ぜん身しんが震ふるえる。

　今いまや、青あおい傘かさの男おとこは老ろう人じんになっていた。

　顔かおの皺しわに沿そって降ふり注そそぐ雨あめの水すい滴てきが流ながれている。

　それでも、まぶたの垂たれた目めの奥おくにある瞳ひとみだけは、するどく光ひかっていた。

「私わたしは今いままで……、騙だまされて、いたのか……」

　青あおい傘かさの男おとこはすべてを悟さとり、顔かおをフシギにむけようとした。

「わ、私わたしは……」

　青あおい傘かさの男おとこがよろめく。

　皺しわになった身体からだのあちこちに、ヒビが入はいる。

　少すこし離はなれた場ば所しょに、マリアが見みえた。

「わ、私わたし、は……」

　青あおい傘かさの男おとこは、マリアを見みて、優やさしい笑えみを浮うかべた。

「マリア……、そこに、いたんだね……」

　全ぜん身しんにヒビが入はいりながらも、青あおい傘かさの男おとこはマリアのほうへと歩あるいて行いく。

「ずうっと……君きみのことを、探さがしていたんだよ……。君きみはなんて美うつくしいんだ」

　ミイラのマリアに青あおい傘かさの男おとこはよろよろと歩あるいて行いく。

　それをじっと見みているジミーがフシギに話はなしかける。

「フシギ。こいつ、どないしたんや？」

「きっと、最さい後ごの夢ゆめを見みてるんだ」

　確たしかに青あおい傘かさの男おとこは夢ゆめの世せ界かいに入はいっていた。





　ピールリ　ピールリ　ジィ　ジィ




　どこかで、オオルリの鳴なき声ごえがかすかに聞きこえた。

　それは、青あおい傘かさの男おとこにしか聞きこえなかったが、とても美うつくしい鳴なき声ごえだった。




「マリア、今日きょうは、どんな話はなしをしよう」

　城しろ山やまは、優やさしい表ひょう情じょうで前ぜん方ぽうを見みつめる。

　そこには、テーブルとイスがあり、真まっ白しろなドレスを着きたマリアが座すわっていた。

　テーブルの上うえには紅こう茶ちゃが用よう意いされていて、まわりには種しゅ類るいも大おおきさもバラバラの青あおい花はなが咲さき乱みだれていた。

　いつも、マリアとはたわいのない話はなしばかりしている。

　しかし、城しろ山やまにとっては、それがどんなときより幸しあわせだった。

「君きみと出で会あえて、ほんとによかった」

　城しろ山やまはイスに座すわると、向むかい側がわに座すわるマリアにそう言いった。

　空そらは晴はれていて、雲くもひとつない。

　温あたたかな風かぜが、森もりを優やさしく包つつみ込こんでいた。

　静しずかな時じ間かん。

　２人ふたりだけの場ば所しょ。

「マリア、私わたしはもう君きみから離はなれないよ。これからずうっと楽たのしく一いっ緒しょに暮くらそう」

　城しろ山やまは、満まん面めんの笑えみを浮うかべながら、マリアの頬ほおに手てを伸のばした。

　だが、マリアの美うつくしい頬ほおはすぅーっと遠とおのいていった。

「え？　マリア！」

　美うつくしいマリアはどんどんと遠とおざかっていく。






「マリア！　マリア！　マリアァァァ!!」




　青あおい傘かさの男おとこは、地じ面めんの上うえでミイラのマリアの頬ほおに手てを伸のばして叫さけんでいた。

　フシギとジミーはその様よう子すを見みつめている。

「なあ、フシギ、可哀かわい想そうになってきたで」

　フシギは冷れい静せいにつぶやく。

「彼かれもまた犠ぎ牲せい者しゃだったんだ」

　青あおい傘かさの男おとこの身体からだのヒビが徐じょ々じょに細こまかくなっていく。

　それでも青あおい傘かさの男おとこは、真まっ白しろなドレスを着きたミイラのマリアに這はって近ちかづこうとしている。




　マリア、マリア、私わたしのマリア。

　君きみのためなら、私わたしは何なんでもするよ。




「マ、リ……、ア、ァ、ァ……」




　細こまかいヒビの入はいった青あおい傘かさの男おとこの身体からだは、さらに細こまかく砕くだけ灰はいになり始はじめた。

　降ふりしきる雨あめが染しみこみ、その皮ひ膚ふは灰はい色いろではなく黒くろくなる。

　ミイラのマリアの頬ほおに、男おとこの手てがもう少すこしで触ふれようとしている。




「マリア、私わたしたちは永えい遠えんに一いっ緒しょだよ」




　青あおい傘かさの男おとこの黒くろい手てがマリアの頬ほおにやっと触ふれようとした。

　その瞬しゅん間かん──。




　ザザザァッ！




　突とつ然ぜん、嵐あらしのような横よこ殴なぐりの風ふう雨うになった。

　叩たたきつけるような雨あめが、男おとことマリアに情なさけ容よう赦しゃなく降ふり注そそぐ。




「わぁぁぁ！　マ、マリア！」




　青あおい傘かさの男おとこの手てはマリアに触ふれる直ちょく前ぜんで、もろくも崩くずれ始はじめた。







「ぐぅわあ、あぁぁぁっっ！」




　青あおい傘かさの男おとこのうめくような叫さけび声ごえが、雨あま水みずと共ともに流ながされていく。

　ミイラのマリアも崩くずれて地じ面めんに水みずと共ともに散ちっていく。

　崩くずれた男おとことマリアはドブ川がわを流ながれる汚お物ぶつのようになった。

　２人ふたりは永えい遠えんに交まじわることはない。

「なんで、雨あめが急きゅうに??」

　ジミーは吹ふき付つける雨あめに顔かおをしかめていた。

　だが、フシギは雨あめの向むこうを冷れい静せいに見みていた。

　くるくると回まわる青あおい傘かさが風かぜを起おこしていたのだ。

　青あおい傘かさを回まわしているのは──、




　千せん野のヒミツ!!
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「ヒミツ！」

　フシギが叫さけぶと、ヒミツは傘かさをたたんだ。

　その途と端たん、風かぜがピタリとやんだ。

「ヒミツ！　何なにしてるんだ！」

　ヒミツは、その顔かおをフシギのほうへむけた。

　黒くろいフードの奥おくの顔かおには、目めも鼻はなも口くちもない。

「ヒミツ！」

　フシギの呼よびかけを無む視しして、ヒミツは跳はねるように後うしろへ逃にげた。

「なんでヒミツが？　フシギ、どうなってるんや??」

　ジミーは訳わけが分わからずパニックになる。

　ヒミツは青あおい傘かさを持もって、森もりの奥おくへと消きえた。

　戸と惑まどうジミーをよそに、フシギは森もりの奥おくを見みた。

「ヒミツ！　待まて！」

　フシギはヒミツを追おって駆かけ出だした。




　　　　[image: ]




「フシギ、待まて、待まつんや！」

　いつの間まにか雨あめがやんだ森もりの中なか。

　ジミーはフシギを追おっていた。

　青あおい傘かさの男おとこが犠ぎ牲せい者しゃ？

　なぜ、ヒミツは青あおい傘かさの男おとこにとどめを刺さすようなことをしたのか？

　ヒミツは青あおい傘かさの男おとこに操あやつられていたんじゃないのか？

　頭あたまが混こん乱らんする。

　混こん乱らんしながらも、ジミーは必ひっ死しにフシギを追おう。

　すべては、森もりの奥おくへと逃にげたヒミツが知しっているはずだ。

「何なんとしても、ヒミツを捕つかまえなあかん！」

　ジミーは全ぜん力りょくで走はしった。

　そのとき、前ぜん方ぽうに見みえる木きの陰かげから、人ひと影かげが現あらわれた。

「ヒミツか!?」

　ジミーは立たち止どまると、身み構がまえる。

　フシギも立たち止どまった。

　しかし、様よう子すがおかしい。

　人ひと影かげは２つあったのだ。




「千せん野の、フシギかい……？」




　少しょう年ねんの声こえが聞きこえた。

　目めを凝こらしてみると、そこに立たっていたのは、白しろいフードをかぶった男おとこの子こだった。

　雷らい太たである。

「どうして、君きみがここにいるんだ……？」

　フシギは怪け訝げんな表ひょう情じょうを浮うかべる。

「フシギ、知しってる子こなんか？」

　ジミーの問といかけにフシギは答こたえなかったが、その代かわり、雷らい太たのとなりにいた沙さ知ち子こが口くちを開ひらいた。

「フシギくん、ずいぶん探さがしたのよ。雷らい太たくんがあなたに話はなしたいことがあるの」

「話はなしたいこと？」

　雷らい太たはうなずくと、沙さ知ち子ことともにフシギのそばに近ちかづいた。

「実じつは、青あおい傘かさの男おとこのことで──」

　雷らい太たはそう言いって、フシギのほうを見みる。

　だがその瞬しゅん間かん、目めを大おおきく見み開ひらいた。




「うわっ！　その変へんな犬いぬはなに??」




　雷らい太たはあわてて腰こしにつけた革かわ製せいのバッグの中なかから、お札ふだを取とり出だした。

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！」

　そう言いうと、雷らい太たはお札ふだをジミーにむけた。

「フシギくんを襲おそってたのね！」

　沙さ知ち子こは持もっていた袋ふくろから竹刀しないを取とり出だすと、ジミーを睨にらみながら構かまえた。

「お、おい、何なにをするつもりや!?」

「めぇぇぇん!!」

「のあっ！」

　ジミーはとっさに、沙さ知ち子この振ふり下おろした竹刀しないをよけた。

「雷らい太たくん、同どう時じに行いくわよ！」

「ああ、沙さ知ち子こちゃん！」

「おい、待まつんや！」

　雷らい太たと沙さ知ち子こは同どう時じにジミーに攻こう撃げきを仕し掛かけようとした。




「やめるんだ」




　フシギが雷らい太たたちを見みつめた。

「彼かれは僕ぼくの仲なか間まだ」

「仲なか間ま??」

　雷らい太たと沙さ知ち子こは思おもわずジミーのほうを見みる。

「これが、仲なか間ま、なのかい……？」

「これって言いうな！　俺おれは人じん面めん犬けんのジミーや！」

　ジミーは自じ信しん満まん々まんに胸むねを張はった。
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「な、仲なか間まねえ……」

　沙さ知ち子こは戸と惑まどいながらも、ジミーを見みつめる。

　一いっ方ぽう、雷らい太たは真しん剣けんな表ひょう情じょうになると、フシギのほうを見みた。




「そんなことより、青あおい傘かさの男おとこのことで分わかったことがあるんだ！」




　雷らい太たは、図と書しょ館かんで古ふるい文ぶん献けんを調しらべて分わかったことを、フシギに伝つたえようと思おもった。

　そのとき、声こえが響ひびいた。




　ウフフフ




　女おんなの子この笑わらい声ごえだ。

「ヒミツ！」

　フシギはその声こえのしたほうへ駆かけ出だす。

「あっ、千せん野のフシギ！」

　雷らい太たもあわててフシギを追おおうとする。

　そんな雷らい太たに、ジミーが声こえをかけた。

「おい、青あおい傘かさの男おとこのことで分わかったことっていうのはなんや？」

「それは──」

　雷らい太たはフシギを追おいかけながら、ジミーにそれを話はなすことにした。




　一いっ方ぽう、フシギは、森もりの奥おくにある浅あさい川かわのそばまで来きていた。

「ヒミツ、どこにいるんだ！」

　フシギは辺あたりを見み回まわす。

　やがて、少すこし離はなれた川かわの真まん中なか辺あたりにある岩いわ場ばを見みつめた。

　岩いわ場ばの上うえに、ヒミツが立たっていたのだ。




　ウフフフ




「ヒミツ」

　フシギは顔かおのないヒミツを、じっと見みつめる。

　ヒミツは、青あおい傘かさを持もっていた。

「フシギ！」

　そこへ、ジミーと雷らい太たたちが駆かけ込こんできた。

「フシギ！　俺おれたちは大おおきな勘かん違ちがいをしてたんや！　ほんまの敵てきは、あの男おとこやない！」

　ジミーは、雷らい太たから聞きいたことをフシギに伝つたえようとした。

　すると、フシギが小ちいさくうなずいた。




「[image: 青い傘]……[image: お前が]、すべての[image: 元凶]だったんだな──」




　フシギの視し線せんが、ヒミツの顔かおからわずかに下したへと移い動どうする。

　そして、ヒミツの持もっている『青あおい傘かさ』で止とまった。




　ウク、ククク

　やっと気きづきましたか……




　次つぎの瞬しゅん間かん、ヒミツが青あおい傘かさを開ひらく。

　その傘かさの生き地じの部ぶ分ぶんに、大おおきな１つの目めが現あらわれた。




「あの男おとこも愚おろかですねえ。誰だれかを大たい切せつに思おもうが故ゆえに、私わたしの『真しんの計けい画かく』に最さい後ごまで気きづかなかったなんて」




　ウク　クク　ウクク　ククククク




「何なんなんや、こいつは……」

　目めのあるしゃべる青あおい傘かさ。

　それはまさに、都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつそのものだった。

「あの男おとこをずっと騙だましていたのか？」

　フシギは青あおい傘かさに近ちかづく。




「騙だましていた？　人ひと聞ぎきが悪わるいですねえ。私わたしは彼かれに夢ゆめを見みさせてあげたんですよ。絶ぜっ対たいに叶かなわない夢ゆめをね──」
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「ふざけんな！」

　ジミーは青あおい傘かさに怒いかりを感かんじた。

　おそらく、灰はいになったあの男おとこは、ミイラだった女じょ性せいを愛あいしていた。

　あの女じょ性せいのために、自みずから怪かい人じんになった。

「人ひとの心こころを弄もてあそびやがって……」

　ジミーは、青あおい傘かさをにらみながら、ガルルッとうなり声ごえをあげた。

「まあ、そんなに怒おこらないで下ください。人にん間げんなんていくら死しのうがいいじゃないですか。私わたしも、もう彼かれは必ひつ要ようありませんから」

　青あおい傘かさは、その大おおきな目めをギョロリと動うごかした。

　その視し線せんの先さきには、傘かさを持もつヒミツの顔かおがある。

「彼かれがいなくなっても、私わたしにはまだ彼かの女じょがいます。重じゅう要ようなのは、ヒミツさんなのですよ」




　ウク、ククク、ウククク




「フシギさん、手て帳ちょうの中なかを見みることをお勧すすめします。さあ、行いきましょう、ヒミツさん。すべての準じゅん備びは整ととのいました──」




　ヒミツは傘かさを回まわす。

　瞬しゅん間かん、まわりから水みず柱ばしらが何なん本ぼんもあがる。

「わっ！」

　ジミーと雷らい太たと沙さ知ち子こは思おもわず声こえをあげた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、岩いわ場ばを見みると、すでにヒミツと青あおい傘かさの姿すがたは消きえていた。

「くそっ！」

　ジミーは地じ団だん駄だを踏ふむ。

　一いっ方ぽう、フシギは真まっ赤かな手て帳ちょうを取とり出だした。

「手て帳ちょうの中なかを……」

　フシギは、ゆっくりと手て帳ちょうを開ひらいた。




「えっ……」




　フシギは次つぎ々つぎとページをめくっていく。

　めくるたびに、その顔かおが険けわしくなっていく。

「どうしたんや、フシギ？」

　フシギのそばに、ジミーたちが集あつまった。

　フシギは最さい後ごのページまでめくると、ジミーたちのほうにわずかに顔かおをむけた。

「すべて消きえた……」

「消きえたって何なにがや？」




「呪のろいのマークが、すべて消きえた！」







　フシギが持もつ手て帳ちょうの中なかは、真まっ白しろになっていた。
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「青あおい霧きりは、呪のろいを集あつめる霧きりだったんだよ。あの中なかでいろんな都と市し伝でん説せつが本ほん当とうになってたんだよ」

　小しょう学がく５年ねんのある教きょう室しつの昼ひる休やすみ。

　昨日きのう放ほう映えいされたテレビ番ばん組ぐみの話わ題だいで盛もり上あがっていたグループに、小お原ばら颯そう真まが割わり込こんだ。

　日に本ほんや世せ界かいのミステリーを紹しょう介かいする番ばん組ぐみの中なかで、十と三み島じまの『青あおい霧きり』が紹しょう介かいされたのだ。

　颯そう真まは小ちいさな時ときから都と市し伝でん説せつが好すきで、その番ばん組ぐみも食くい入いるように見みていた。

　でも、納なっ得とくできない内ない容ようだったので、皆みんなの話はなしについ口くち出だしをしてしまったのだ。

　すると、そのグループの女じょ子しがバカにしたように答こたえる。

「でも、証しょう拠この写しゃ真しんも動どう画がも無ないんだよ」

　その言こと葉ばに皆みんなはうなずいた。

　テレビ番ばん組ぐみでは、レポーターが十と三み島じまの人ひと々びとにインタビューをして、『異い次じ元げんおじさん』、『ゾンビ看かん護ご師し』、『笑わらい男おとこ』に出で会あったという話はなしを紹しょう介かいしていた。

　しかし、証しょう拠こになる写しゃ真しんや動どう画がを撮とった人ひとはひとりもいなかった。

「都と市し伝でん説せつなんて、人にん間げんが勝かっ手てに作つくった噓うそだと思おもうけど……」

　さっきの女じょ子しとは別べつの女じょ子しが、冷つめたい視し線せんで颯そう真まに言いう。

「そんなことないって。都と市し伝でん説せつは本ほん当とうに存そん在ざいするんだ。ネットには写しゃ真しんや動どう画ががいっぱいあるんだ」

「え～、でも、写しゃ真しんとか動どう画がって今いまはＣシーＧジーでいくらでも作つくれるってお父とうさんが言いってたぞ」

　今こん度どは男だん子しが言いって、再ふたたび皆みんながうなずいた。

「ちぇっ！」

　颯そう真まはいつものことかと舌した打うちをして、クラスメイトから顔かおを背そむけて窓まどの外そとを見みた。

「行いこう」と最さい初しょの女じょ子しが言いい、皆みんなが颯そう真まから離はなれていく。

　閉しめ切きったガラス窓まどの向むこうでは、木こ枯がらしが吹ふいている。

　颯そう真まは外そとの風ふう景けいを見みながら肩かたを落おとした。

　４年ねんの頃ころのクラスメイト達たちは、都と市し伝でん説せつの話はなしをすると興きょう味み津しん々しんに聞きいてくれた。

　でも、この５年ねんのクラスには、都と市し伝でん説せつを信しんじないメンバーが集あつまってしまったようだ。

　颯そう真まはまったく居い心地ごこちが悪わるいので、冬ふゆになってからもクラスの中なかに友とも達だちが出で来きなかった。

　そんな事ことを考かんがえていたら、おそるおそる話はなしかけてくる男だん子しの声こえが耳みみに入はいった。

「あの……僕ぼくは信しんじるよ。青あおい霧きりが呪のろいを集あつめてたって話はなし……」

「え？」と颯そう真まが背はい後ごを見みると、同おなじクラスの桑くわ田た太たい喜きが歩あゆみ寄よってきた。

「あの……この前まえ、読よんだ雑ざっ誌しに書かいてあったんだ」

「桑くわ田たくん……」

　颯そう真まは太たい喜きの顔かおを不ふ思し議ぎに思おもって見みつめた。

　彼かれとは今いままであまり話はなしをしたことがなかったからだ。

　颯そう真まがあまりにじっと見みつめるので、太たい喜きは「あの……？」と不ふ安あんげに見み返かえした。

「ごめん。桑くわ田たくんが都と市し伝でん説せつに興きょう味みがあるとは思おもってなかったよ」

「小お原ばらくんがいつも一いっ生しょう懸けん命めいに話はなしをするんで、興きょう味みがわいてきたんだ」

「え？　本ほん当とうに？」

　颯そう真まの表ひょう情じょうがぱっと明あかるくなった。

　そんな事ことを言いってくれるクラスメイトに出で会あえると思おもっていなかった。

「あのさ、今日きょう、一いっ緒しょに帰かえろうよ」

「え？」

　太たい喜きは颯そう真まの突とつ然ぜんの提てい案あんにちょっと戸と惑まどう。

「いいじゃん。桑くわ田たくんの家いえは、僕ぼくの家いえの近ちかくでしょ？　集しゅう団だん下げ校こうの時ときのチーム分わけでは一いっ緒しょじゃん」

「……あ、そうか……」

　おとなしい性せい格かくの太たい喜きはちょっと分わかりづらい反はん応のうをする。

「ね、一いっ緒しょに帰かえろうよ。いろんな話はなしをしようよ」

　颯そう真まは自じ分ぶんの好すきな事ことについて、誰だれかといっぱいおしゃべりがしたかったのだ。

「うん、分わかった」

　やっと太たい喜きがはっきりと返へん答とうしてくれた。

「やった！　じゃ、一いっ緒しょに帰かえろう」

「うん、一いっ緒しょに帰かえろう」

　午ご後ごの授じゅ業ぎょうの準じゅん備びを始はじめた２人ふたりは、放ほう課か後ごが待まち遠どおしくなった。
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　颯そう真まと太たい喜きの家いえは、校こう門もんを出でてから歩あるいて15分ふんほどの所ところにあった。

　学がっ校こうからしばらくの間あいだは、コンクリートのグレーの壁かべと、常じょう緑りょく樹じゅの生いけ垣がきに挟はさまれた道みちが続つづく。

　車くるま同どう士しが余よ裕ゆうですれ違ちがうことが出で来きる広ひろい道みちだが、大おお通どおりからは離はなれているので車くるまの通とおりは少すくなかった。

　グレーの壁かべの向むこうは有ゆう名めいな会かい社しゃの工こう場じょうや研けん究きゅう所じょがあるらしい。

　一いっ方ぽう、生いけ垣がきの向むこうには大おおきなマンションが建たっていた。

　壁かべ側がわには一段だん高たかくなった歩ほ道どうがあり、学がっ校こうからはそこを歩あるくように指し示じを受うけている。

　壁かべと歩ほ道どうが続つづくその道みちは、夏なつは日ひ射ざしをよけるところがなく、冬ふゆは吹ふき抜ぬける冷れい気きから身みを守まもる場ば所しょもなかった。

　冬ふゆの今いまはさっさと歩あるいて帰かえるのが一いち番ばんだった。

　だが、颯そう真まも太たい喜きもおしゃべりに夢む中ちゅうになって、歩あるく速そく度どが普ふ段だんの３倍ばいも４倍ばいも遅おそくなっていた。

　下げ校こうする児じ童どう達たちの集しゅう団だんはとっくにいなくなり、その道みちには颯そう真まと太たい喜きだけになっていた。

　２人ふたりはそんな事ことにも気きづかないほどに会かい話わが弾はずんでいる。

　颯そう真まが都と市し伝でん説せつに興きょう味みを持もったのは、小しょう学がっ校こうに上あがった頃ころに日に本ほんや世せ界かいのミステリーを紹しょう介かいする本ほんを読よんだからだった。

『くねくね』、『ナノカちゃん』、『八はっ尺しゃく様さま』などとても怖こわいと思おもった。

　そして、颯そう真まが今いま、興きょう味みを持もっている都と市し伝でん説せつは、『金きん色いろの車くるま』だという。

「あ、それ、金きん色いろの車くるまでどこかに連つれて行いかれるって話はなしでしょ？」

　と、太たい喜きがすかさず反はん応のうした。

「そうそう！　知しってるの？」

「知しってるって言いってもそれだけだけど」

　でも、太たい喜きが本ほん当とうに都と市し伝でん説せつを好すきなのは間ま違ちがいない。

　颯そう真まは心しん底そこ嬉うれしくなった。

「じゃ、桑くわ田たくんは、その金きん色いろの車くるまに３人にんの女おんなの人ひとが乗のってるのは知しらないの？」

「３人にんの女おんなの人ひと？　知しらない」

「なんかね、３人にんの女おんなの人ひとが車くるまの中なかにいて、『ねぇ、乗のって行いかない？』って誘さそってくるんだって」

「え？　そうなんだ。でも、そんなの怖こわくて乗のれないよね」

「うん、怖こわくて乗のれないよね。でも、乗のらないと……」

　颯そう真まはそこでわざと黙だまった。

　怖こわい話はなしをより怖こわく伝つたえるには『じらし』が必ひつ要ようだと、ベテラン怪かい談だん師しがテレビで言いっていたからだ。

　ローラーコースターのレールには落らっ下かする前まえに平たいらな部ぶ分ぶんがある。

　直すぐに落らっ下かしないので、乗じょう客きゃくはかえって不ふ安あんになってスリルが倍ばい増ぞうされるそうだ。

　だから、怖こわい話はなしも『じらし』の間まを取とると、より怖おそろしくなるそうだ。

　案あんの定じょう、太たい喜きは不ふ安あんな表ひょう情じょうで颯そう真まに少すこし近ちかづいてきた。

「え？　黙だまらないでよ。乗のらないとどうなるの？」

　そこで颯そう真まは声こえのトーンを落おとして不ぶ気き味みに答こたえる。

「車くるまに乗のらないと、翌よく日じつ、事じ故こに遭あって死しんじゃうんだってさ」

「ええええっ！」

　信しんじられないと声こえを上あげる太たい喜きの様よう子すに、颯そう真まは笑わらう。

「小お原ばらくん、笑わらわないでよ！　だけど、それじゃ、乗のるしかないじゃん？」

「でも、乗のるとどこかに連つれてかれちゃうんだよ」

「ええええっ！　どうやっても助たすからないよ」

「うん、だからすごく興きょう味みがあるんだ」

「わぁ、怖こわいよ。でも、小お原ばらくんって、話はなし方かたが上じょう手ずだよね」

「そんなことないよ。桑くわ田たくんが興きょう味みを持もってくれるからだよ」

　そこまで言いって颯そう真まは口くちごもった。

　４年ねん生せいまでは、都と市し伝でん説せつの話はなしを面おも白しろがって聞きいてくれる同どう級きゅう生せいはいた。

　でも、自じ分ぶんの話はなしを聞きいて都と市し伝でん説せつに興きょう味みを持もって、詳くわしくなった同どう級きゅう生せいなんて初はじめてだ。

　自じ分ぶんと太たい喜きとの関かん係けいについて、ここではっきりと尋たずねておいた方ほうが良よいかもしれないと、颯そう真まは思おもった。

「あのさ、桑くわ田たくん」

「なに？」

「僕ぼくと友とも達だちになってくれない？」

「え？　何なに言いってるの？　もう友とも達だちだと思おもってた」

　そう返かえされた颯そう真まは朗ほがらかに笑わらう。

「そっか、そうだよね。じゃ、僕ぼくのことは颯そう真まって呼よんでよ」

「わかった。じゃ、僕ぼくのことは太たい喜きって呼よんでね」

　２人ふたりはうなずきあうと、くったくなく笑わらいあった。

「あ、そうだ」と颯そう真まはふいにランドセルを下おろした。

「どうしたの？」

「友とも達だちなんだから、秘ひ密みつを教おしえるよ」

　颯そう真まはランドセルの蓋ふたを開あけると、中なかに手てを入いれてガサゴソと始はじめた。

　太たい喜きが興きょう味み津しん々しんで見みつめていると、颯そう真まがランドセルの奥おくから何なにかを取とり出だした。

　その手てには黒くろい物ものがあった。

「なに、それ？　カメラ？」

「うん。お父とうさんが昔むかし使つかってたのをもらったんだ」

　カメラをお店みせ以い外がいで見みたのは初はじめてなので、太たい喜きはしげしげと眺ながめた。

「でも、なんで、カメラなんて持もってるの？」

「都と市し伝でん説せつに出で合あったら写しゃ真しんを撮とるんだ。皆みんなはネットにある写しゃ真しんは偽にせ物ものだって言いって、信しんじてくれないからね。でも、僕ぼくがこのカメラで撮とったなら信しんじてくれるよ」

「へぇ、なるほど」
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「ねぇ、太たい喜きくん。都と市し伝でん説せつを撮とるのを手て伝つだってくれる？」

「うん、手て伝つだうよ。友とも達だちだもの」

　太たい喜きはしっかりとうなずいて答こたえた。

　目めの前まえの友とも達だちは、ただの友とも達だちじゃないと颯そう真まは思おもった。

「太たい喜きくんは、親しん友ゆうだね」

「うん、親しん友ゆうだよ」

　颯そう真まと太たい喜きはお互たがいに右みぎ手てを差さし出だすと、がっちりと握あく手しゅを交かわした。




「ねぇ、乗のって行いかない？」




　突とつ然ぜん、車しゃ道どうのほうから声こえが聞きこえた。

　いつの間まにか２人ふたりの近ちかくに乗じょう用よう車しゃが停とまっていた。

　４つのドアが付ついた車くるまで、小ちいさな丸まるみを帯おびたデザインだった。

　それに、車しゃ体たいが金きん色いろだった。

　颯そう真まと太たい喜きは、お互たがい信しんじられない思おもいで息いきをのんだ。

　助じょ手しゅ席せきのドアの窓まどの中なかに、髪かみが長ながくて白しろい服ふくを着きた女おんなの人ひとが座すわっている。




「ねぇ、乗のって行いかない？」




　颯そう真まと太たい喜きは一段だん高たかい歩ほ道どうにいるので、車くるまの屋や根ねが邪じゃ魔まをして中なかがよく見みえない。

　２人ふたりはあることを確かく認にんしたいと思おもった。

　この車くるまに、全ぜん部ぶで３人にんの女おんなの人ひとが乗のっているかどうかだ。

　颯そう真まと太たい喜きは中なかをよく見みようと腰こしをかがめた。

　運うん転てん席せきにも長ながい髪かみをたらした白しろい服ふくの女おんなの人ひとがいた。

　さらに、後こう部ぶ座ざ席せきにも長ながい髪かみをたらした白しろい服ふくの女おんなの人ひとがひとり座すわっていた。

　つまり、女おんなの人ひとが３人にん、乗のっているのだ。

　そして、車くるまの色いろは金きんだ。

　颯そう真まと太たい喜きはスーッと血ちの気けが引ひくのを感かんじた。

　さっきまでは楽たのしく都と市し伝でん説せつの話はなしをしていた。

　でも、それはあくまでも都と市し伝でん説せつであり、本ほん当とうではなかった。

　颯そう真まと太たい喜きはお互たがい生なま唾つばを飲のみ込こみ、チラリと目めと目めを合あわせた。

　頭あたまの中なかも凍こおり付ついてしまい、どうしたらいいかわからなかった。

　颯そう真まは自じ分ぶんが幻まぼろしを見みているのではないかと思おもい、もう一いち度ど、金きん色いろの車くるまの中なかを見みた。

　３人にんの女おんなはまっすぐに前まえを向むいて座すわっている。

　颯そう真まから見みると横よこ顔がおになっていて、髪かみがたれているので表ひょう情じょうはわからない。




「ねぇ、乗のって行いかない？」




　その言こと葉ばが同おなじ口く調ちょうで繰くり返かえされた。

　窓まどが開あいていないのに、とてもハッキリ聞きこえるのはなぜなのか、見けん当とうが付つかなかった。

　それに、３人にんのうち誰だれが言いっているのかも分わからない。

　ようやく少すこし動うごけるようになった太たい喜きが、颯そう真まにそっと近ちかづいた。

　そして、耳みみ元もとでささやく。

「ねぇ、颯そう真まくん、断ことわると翌よく日じつ、事じ故こに遭あうんでしょ？　でも、乗のってしまったらどこかに連つれて行いかれるんでしょ。だったら、無む視ししちゃえばいいんじゃないかな？」

　金きん色いろの車くるまをじっと見みている颯そう真まが、その言こと葉ばに小ちいさくうなずいた。

「……もしかしたら、そうかもしれないね」

「だったら、早はやく家いえに帰かえろう」

「うん……」

　颯そう真まは地じ面めんに置おいていたランドセルを抱かかえた。

　それを見みた太たい喜きは足あし早ばやに歩あるき出だした。

　ところが、後うしろから付ついてくるはずの友とも達だちの気け配はいが無ないことに気きづいた。

　振ふり返かえると、ランドセルを胸むねに抱かかえた颯そう真まが、いまだに金きん色いろの車くるまの前まえに立たっている。

「颯そう真まくん、何なにしてるんだよ！」

　太たい喜きは、３人にんの女おんな達たちを刺し激げきしないように小こ声ごえで颯そう真まに声こえをあららげた。

　しかし、その声こえはまったく届とどいていないようだ。

　颯そう真まは車くるまに魅み入いられたように立たっている。

　颯そう真まはランドセルを胸むねに抱かかえたまま、おもむろにカメラを構かまえた。

　車くるまの写しゃ真しんを撮とろうとしているのだ。

「颯そう真まくん！　なにやってんだよ！」

　声こえをひそめて怒ど鳴なる太たい喜き。

　颯そう真まは太たい喜きの声こえなど気きにせずカメラのシャッターボタンを押おそうとしている。

　すると、女おんなの声こえがまたも聞きこえてきた。




「写しゃ真しんを撮とるなら車くるまに乗のりなさい」




　車くるまから６歩ぽは離はなれているのに、女おんなの声こえは太たい喜きの耳みみにはっきりと聞きこえた。

　颯そう真まはシャッターボタンを押おすのを止やめた。

　そして、信しんじられない言こと葉ばを口くちにした。




「車くるまに乗のったら写しゃ真しんを撮とらせてくれるんですか？」




　さっき、握あく手しゅを交かわしたばかりの友とも達だちが、この世よの者ものと思おもえない女おんなと会かい話わを始はじめたのだ。

　太たい喜きはぞっとした。

「なに、言いってんだよ!?」

　太たい喜きは怒ど鳴なったものの、女おんな達たちが怖こわくて大おおきな声こえが出だせなかった。

　すると、車くるまの中なかから再ふたたび女おんなの声こえが聞きこえた。

「写しゃ真しんを撮とるなら車くるまに乗のりなさい」

「車くるまに乗のったら、本ほん当とうに写しゃ真しんを撮とっても良いいんですか？」

「さあ、乗のりなさい」




　ギィィィ！




　後こう部ぶ座ざ席せきのドアが不ぶ気き味みな音おとを響ひびかせてひとりでに開ひらいた。

　暗くらい車しゃ内ないの女おんな達たちは微び動どうだにしないのに、ドアは勝かっ手てに開ひらいたのだ。




「さあ、乗のりなさい」




「はい」と颯そう真まは開あいたドアの中なかに向むかって歩あるき出だした。




「颯そう真まくん、やめなよ！」

[image: ]




　太たい喜きが声こえを張はり上あげて、走はしり出だした。

「ダメだ！　そんな車くるまに乗のっちゃダメだ！」

　太たい喜きは猛もうダッシュで颯そう真まに飛とびついて、車くるまから遠とおざけようとしたが──、

「邪じゃ魔まするなよ！　本ほん物ものの都と市し伝でん説せつを撮さつ影えいできるチャンスなんだぞ！」

　颯そう真まは太たい喜きを思おもいっきり突つき飛とばした。

「いたっ！」

　歩ほ道どうに倒たおれ込こんだ太たい喜きは、痛いたさで顔かおをゆがめる。

　颯そう真まの身体からだが大おおきく開ひらいた後こう部ぶ座ざ席せきの中なかに吸すい込こまれた。




　バタンッ！




　ドアがひときわ大おおきな音おとを立たてて閉しまった。




　キュルルルル！




　車くるまのタイヤが悲ひ鳴めいのような音おとを立たてて走はしり出だした。

「颯そう真まくん！　颯そう真まくん！」

　太たい喜きは必ひっ死しに叫さけんで立たち上あがった。

　しかし、金きん色いろの車くるまはあっという間まに走はしり去さる。

　急きゅう行こう列れっ車しゃが目めの前まえを通つう過かしたような速はやさだった。

　その行いき先さきは、この世よではない怖おそろしい世せ界かいに違ちがいない。

「どうしよう……」

　太たい喜きは泣なき出だしたい気き持もちをこらえて周しゅう囲いを見み回まわす。

　グレーの壁かべと常じょう緑りょく樹じゅの生いけ垣がきに挟はさまれた道みちには、人ひとっ子こひとりいない。

「お母かあさん！　助たすけて！」

　太たい喜きは、そう叫さけぶと下げ校こう路ろを走はしった。

　学がっ校こうのほうが近ちかかったが、太たい喜きの頭あたまには親おやに助たすけを求もとめることしか浮うかばなかった。
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　金きん色いろの車くるまの中なかはひどく暗くらかった。

「あの……。車くるまに乗のったから写しゃ真しんを撮とって良いいですよね？」

　手てにしたカメラを触さわりながら、颯そう真まは隣となりの女おんなに尋たずねた。

　女おんなはうつむいて何なにも答こたえない。

　車くるまの走そう行こう音おんが車しゃ内ないに響ひびいている。

　颯そう真まは隣となりの女おんなの顔かおを覗のぞき込こもうとした。

　長ながい髪かみの中なかの顔かおは、車しゃ内ないが暗くらいこともあって見みえない。

　ガラス窓まどの外そとは昼ひるの明あかるい風ふう景けいが流ながれている。

　それなのに車しゃ内ないはまるで夜よるなのだ。

　運うん転てんをする女おんなや助じょ手しゅ席せきに座すわる女おんなの顔かおは、背はい後ごからでは全まったく見みえない。

「あの……、写しゃ真しんを撮とりますよ」

　女おんな達たちは誰だれも答こたえなかったが、颯そう真まは気きにせずにカメラを構かまえた。

（写しゃ真しんを撮とって、学がっ校こうの皆みんなに都と市し伝でん説せつを信しんじさせるんだ！）

　颯そう真まはその事ことしか考かんがえていなかった。

「うっ……」

　突とつ然ぜん、颯そう真まは気き持もちが悪わるくなった。

　ひどい臭においがするからだ。

　以い前ぜん、父ちち親おやが運うん転てんする車くるまに乗のっていたときに、隣となりに停とまったトラックの排はい気きガスをもろに吸すってしまったことがあった。

　あの時ときの臭においを思おもい出だした。

　颯そう真まはズボンのポケットからハンカチを出だして、鼻はなと口くちに当あてた。

　臭においは少すこしやわらいだものの、早はやく車くるまを降おりたい。

「すみません。なんだか気き持もちが悪わるくて、車くるまを降おりたいんですけど……」

　しかし、３人にんの女おんなは何なにも言いわない。

　颯そう真まはせめて窓まどを開あけようと思おもった。

　その時とき、気きづいた。

　ドアには窓まどを開かい閉へいするスイッチが無なかった。

　それどころか、ドアを開あけるための取とっ手てさえ無ない。

「どういうこと……？」

　顔かおに目めも鼻はなも口くちも無ない妖よう怪かいを『のっぺらぼう』というと、妖よう怪かいの本ほんで読よんだことがある。

　ドアの内うち側がわはまさにのっぺらぼうだ。

　ここに至いたって、颯そう真まは自じ分ぶんが大たい変へんなところにいると自じ覚かくした。

（なんで、僕ぼくはこんな車くるまに乗のっちゃったんだ？）

　突とつ然ぜん、全ぜん身しんの毛け穴あなが開ひらいて冷つめたい汗あせが噴ふき出だすのを感かんじた。

　目めの前まえの窓まどの外そとの風ふう景けいがどんどんと流ながれていく。

（僕ぼくをどこに連つれて行いくつもりなんだ？）

　心しん臓ぞうがドクンドクンと激はげしく脈みゃく打うち出だした。

「すみません！　お願ねがいです！　車くるまを停とめてください！」

　颯そう真まは叫さけんだ。




「あともう少すこしなんだから、乗のっていなさい」




　３人にんの女おんなの誰だれかが言いった。

「も……、もう少すこしって、どこに行いくんですか？」

　自じ分ぶんの声こえが震ふるえているのに、颯そう真ま自じ身しんも気きづいた。




「あともう少すこしなんだから、乗のっていなさい」




　女おんなの声こえが同おなじ言こと葉ばを繰くり返かえした。

　颯そう真まの鼓こ動どうがいっそう激はげしくなった。

　首くび筋すじを幾いくつもの汗あせの粒つぶが流ながれていくのが感かんじられる。

　颯そう真まは「助たすけて」と叫さけぼうとしたが、喉のどがひりついて声こえにならなかった。
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　その頃ころ、太たい喜きは必ひっ死しに道みちを走はしっていた。

　すると道どう路ろの角かどを曲まがった瞬しゅん間かん、何なにかにつまずいた。

「わぁ！」

　太たい喜きはアスファルトの上うえにつんのめった。

　背はい後ごからは「いたたたっ！」という男おとこの声こえが聞きこえる。

「すみません！　でも、大たい変へんなんです！」

　太たい喜きは謝あやまりながら後うしろを見みた。

「いたたっ、蹴けっ飛とばされて、大たい変へんなのはこっちや！」

　黄き色いろいフードをかぶった犬いぬがしゃべっていた。

「え！　ええっ!?　まさか、あの噂うわさの……！」

　太たい喜きが読よんだ都と市し伝でん説せつの雑ざっ誌しに、黄き色いろいフードの『人じん面めん犬けん』のことが書かかれていたのだ。

　そして、その人じん面めん犬けんは赤あかいフードの少しょう年ねんと一いっ緒しょに旅たびをしている。

　地じ面めんに転ころがった太たい喜きがその内ない容ようを思おもい出だしていると、誰だれかが目めの前まえに手てを差さし出だした。

「キミに聞ききたいことがある」

　その手ての持もち主ぬしを見み上あげると、赤あかいフードの少しょう年ねんが立たっていた。

「え？　噓うそでしょ？　本ほん当とうなんだ……」

　驚おどろいた太たい喜きは目めをこすった。




　　　　[image: ]




　一いっ方ぽう、金きん色いろの車くるまの中なか。




　ドンドン！　ドンドンドンッ!!




「ああ、ダメだっ！」

　ハンカチで口くちと鼻はなを覆おおった颯そう真まが、車しゃ内ないの悪あく臭しゅうに耐たえながら、なんとか逃にげ出だせないかとドアを叩たたいていた。




「ふふふふっ。ふふふふふふっ」




　颯そう真まの行こう動どうは無む駄だだと言いわんばかりに、女おんな達たちの笑わらい声ごえが車しゃ内ないに響ひびく。

　しかも、３人にんは不ぶ気き味みな話はなしをはじめた。




「元げん気きな子こね」

「そうね」

「ねぇ、私わたしは、右みぎ手てをもらうわ」

「あら、どうして？」

「ほら、右みぎ手てを活かっ発ぱつに動うごかしてドアを叩たたいてるでしょ？　右みぎ手てが一いち番ばんおいしそうよ」




「え？」

　利きき腕うでの右みぎ手てでドアを押おしていた颯そう真まは、ぞっとして動うごきを止とめた。

　女おんな達たちの会かい話わの続つづきが始はじまる。




「じゃあ、私わたしは左ひだり手てをもらうわ」

「あら、あなたたちが右みぎ手てと左ひだり手てを持もって行いくの？」

「そうよ」

「早はやい者もの勝がちよ」

「ふふふっ。残のこり物ものには福ふくがある、って言こと葉ばもあるわよ」

「ふふふっ、そうね」

「ふふふふふっ」




　それを聞きき、颯そう真まは震ふるえる。

「助たすけて！　助たすけて！」

　窓まどの外そとに向むかって叫さけぶ。

　しかし、その声こえが町まちの人ひと々びとに聞きこえているとは思おもえない。

　風ふう景けいは無む情じょうに後うしろに流ながれていくだけだ。

「お願ねがい！　助たすけて！」

　颯そう真まは絶ぜつ望ぼうして泣なくしかなかった。

　すべてが涙なみだでかすんだ。

　車くるまがいつの間まにか町まちを出でて、山やま道みちを走はしっていることにも気きづかなかった。

　やがて──、

　ズズズッ！

　タイヤが土つちの上うえで止とまったようだ。




「ふふふっ。さあ、着ついたわよ」




　女おんなの声こえが車しゃ内ないに響ひびいた。

　カチャ！

　ドアのロックが外はずれたようだ。

　颯そう真まはハッとしてドアを押おしてみた。

　ギィィィ！

　それはあっさりと開ひらいた。

「助たすけて！」と飛とび出だした颯そう真まだが、目めの前まえの光こう景けいに愕がく然ぜんとした。




「ここは、お墓はか……」




　山やまの斜しゃ面めんに無む数すうの朽くちた墓はか石いしが並ならんでいた。

　町まちの裏うら山やまの中ちゅう腹ふくに、『無む縁えん仏ぼとけの墓ぼ地ち』があるという話はなしは耳みみにしていた。

　供く養ようをしてくれる縁えん者じゃのいない死し者しゃの墓はかだ。

　でも、そんな所ところに用ようはないから気きにもしていなかった。

　斜しゃ面めんを覆おおい尽つくす苔こけの生はえた墓はか石いしの数かず々かず。

　それを目めの前まえにして立たち尽つくす颯そう真ま。

　背はい後ごから女おんなの声こえが響ひびいてきた。




「私わたしは右みぎ手て」

「私わたしは左ひだり手て」

「私わたしは残のこりぜ～んぶ」




　颯そう真まが振ふり向むくと、３人にんの女おんなたちが不ぶ気き味みに笑わらいながら迫せまってくる。

「止やめて！　来こないで！」

　颯そう真まは震ふるえて後あとずさった。

　後うしろは無む数すうの無む縁えん仏ぼとけの墓はかだ。

　逃にげ道みちは無ない。




「私わたしは右みぎ手て」

「私わたしは左ひだり手て」

「私わたしは残のこりぜ～んぶ」




　髪かみの長ながい女おんな達たちが徐じょ々じょに近ちかづいてくる。

　髪かみの隙すき間まから、腐くさったような目めが覗のぞいていた。

　ぞっとした颯そう真まは尻しり餅もちをついた。

「イヤだ！　来こないで！」

　颯そう真まは無む縁えん仏ぼとけの墓はか石いしの間あいだを這はいつくばって逃にげる。

　だが、女おんな達たちに捕つかまるのは時じ間かんの問もん題だいだ。

　そのとき、颯そう真まの前まえを黄き色いろい物ぶっ体たいがよぎった。

「やめるんや！」

　ジミーが女おんな達たちに体たい当あたりした。




　アアアア！！！




　混こん乱らんの悲ひ鳴めいを上あげる女おんな達たち。

　３人にんの背はい後ごには、いつの間まにか赤あかいフードの少しょう年ねんも立たっていた。

「フシギ、今いまや！」

　ジミーが声こえを掛かけると、フシギはすかさず赤あかい手て帳ちょうを出だした。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギは呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、女おんな達たちの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　朽くちた墓はか石いしの間あいだを這はっていた颯そう真まが、その一いち部ぶ始し終じゅうを唖あ然ぜんと見みていた。

　フシギとジミーを見み回まわした颯そう真まはうわずった声こえで尋たずねる。

「あなた達たちは、もしかして赤あかいフードの少しょう年ねんと、黄き色いろいフードの人じん面めん犬けん……？」

「なんや？　俺おれたちを知しっとるんかい？」

「本ほん物ものだよね……？　そうだ、カメラ……」

　颯そう真まは辺あたりを見み回まわした。

　すると、そこに──、

「颯そう真まくん！　颯そう真まくん！」

　坂さか道みちを太たい喜きが息いきを切きらしながら駆かけ上あがってきた。

「良よかった！　無ぶ事じで！　本ほん当とうに無ぶ事じで良よかった！」

　太たい喜きが颯そう真まの元もとへ走はしり寄よってきた。

「太たい喜きくん！　僕ぼくのカメラを捜さがしてよ！」

「カメラ？」

「赤あかいフードの少しょう年ねんと黄き色いろいフードの人じん面めん犬けんを撮とるんだ。そうすればクラスの皆みんなも都と市し伝でん説せつが本ほん当とうにあるって信しんじてくれる」

「颯そう真まくん、そんなことどうだっていいじゃないか！」

「だけど、今いま、そこにいるんだから……」

　颯そう真まはフシギとジミーを指ゆびさした。

　しかし、そこに少しょう年ねんと犬いぬの姿すがたは無なかった。

　周しゅう囲いを見み回まわしても誰だれもいない。

「そんな！　そこにいたんだよ」

「颯そう真まくん、僕ぼくは都と市し伝でん説せつを信しんじてる。それだけじゃダメなの？」

「え？」

「僕ぼくは颯そう真まくんと親しん友ゆうになったんだよ。何なん人にんも友とも達だちを作つくらなくてもそれで良いいじゃないか」

　そう語かたる太たい喜きの視し線せんは颯そう真まをまっすぐに見みていた。

　それに気きづいた颯そう真まも太たい喜きをまっすぐに見み返かえした。

「太たい喜きくん……。そうだね。そうかもしれないね」

　２人ふたりはニッコリと笑わらい合あった。

　そして、太たい喜きが手てを差さし出だすと、颯そう真まはそれをしっかり掴つかんで立たち上あがった。




　×　　×　　×




　山やま道みちを下くだりきったフシギにジミーが話はなしかける。

「あの子こが助たすかって良よかった。でも、また都と市し伝でん説せつが復ふっ活かつしてもうたんやな」

　ジミーは苛いら立だつように言いった。

　するとフシギは、手て帳ちょうを見みて、険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべる。
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　別べつの町まち。

　夕ゆう暮ぐれ時どきの人ひと通どおりの少すくない住じゅう宅たく街がいの道みちを小しょう学がく６年ねんの２人ふたりの女おんなの子こが歩あるいている。

　クラブ活かつ動どうでいつもより帰かえりが遅おそくなったのだ。

　でも、２人ふたりは都と市し伝でん説せつの話はなしで盛もり上あがっていた。

「ねぇ、じゃ、金きん色いろの車くるまの話はなしは知しってる？」

「え？　なになに？　知しらない」

「道みちを歩あるいてると、いつの間まにか金きん色いろの車くるまが近ちかくにいるんだって」

「わぁ、それだけで、もうやだね」

「車くるまには女おんなの人ひとが３人にん乗のっててね。『乗のって行いかない？』って誘さそってくるんだってさ」

「わぁ、やだ！　それで、乗のらないとどうなるの？」

「乗のらないと、翌よく日じつ、事じ故こに遭あって死しんじゃうんだって」

「わぁぁぁ！　やだやだ！　じゃ、乗のると？」

「どこかに連つれて行いかれて、どうなるかわからない」

「じゃ、助たすからないじゃん」

「そうだよね。怖こわいよね」

　２人ふたりはその話はなしの恐きょう怖ふで盛もり上あがった。

　すると──、




「ねぇ、乗のって行いかない？」




　女おんなの声こえが車しゃ道どうから聞きこえた。

「え？」

　２人ふたりはぞっとしてその声こえのほうを、おそるおそる見みた……。




　その女おんなの子こ達たちの様よう子すを、少すこし離はなれたところからうかがう人ひと影かげがある。

　目ま深ぶかにかぶったフードの中なかにシュッと通とおった鼻はな筋すじと、薄うすく綺き麗れいな唇くちびるが見みえた。

　その口くち元もとには薄うすら笑わらいを浮うかべている。

　やがて男だん性せいにしては美うつくしい細ほそい指ゆびでフードのはしを下さげたので、顔かおは完かん全ぜんに隠かくれた。

　その少しょう年ねんのフードは青あおかった──。
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　それは火か曜よう日びの朝あさだった。

　中ちゅう学がっ校こうの１年ねん３組くみ。

　栗くり山やま奈な々な美みの隣となりの席せきに四し方か田た真ま子こが登とう校こうしてきた。

　真ま子この表ひょう情じょうが暗くらいので奈な々な美みは心しん配ぱいになった。

「ねぇ、真ま子こ、大だい丈じょう夫ぶ？」

「うーん、ちょっとね……」

「ああ、そうだよね。昨日きのうは大たい変へんだったよね」

　昨日きのう、クラスメイトの桜さくら井い寛かん太たが昼ひる休やすみに突とつ然ぜん、学がっ校こうを飛とび出だして事じ故こに遭あったのだ。

　骨こっ折せつしたので、直すぐに病びょう院いんに連つれて行いかれて入にゅう院いんになってしまった。

　ただ、奇き妙みょうなのは事じ故こに遭あった直ちょく後ごの寛かん太たが「ダメだ、ダメだ、それを話はなしちゃダメだ」とうなされたようにつぶやいていたことだった。

「寛かん太た、大だい丈じょう夫ぶかな？」

「治なおるのに２ヶ月げつはかかるらしいよ」

「え、そうなの？　っていうか、なんで知しってるの？」

「うちのお母かあさんが、寛かん太たのお母かあさんに連れん絡らくしたんだ」

「ああ、真ま子このお母かあさん、人ひと付づき合あいがいいものね」

「というか、一昨日おとといの日にち曜よう日び、寛かん太たと、裕ひろ樹きと、メイちゃんとお祭まつりに行いったじゃない。それで私わたしのお母かあさんは余よ計けいに心しん配ぱいになったみたい」

「私わたしも誘さそってくれたのに、家いえの都つ合ごうで行いけなくて、ごめんね」

　実じつは奈な々な美み、真ま子こ、寛かん太た、それに、１年ねん１組くみにいる裕ひろ樹きは同おなじ保ほ育いく園えんにいたのだ。

　そして一昨日おとといのお祭まつりには、別べつの中ちゅう学がっ校こうに通かよう保ほ育いく園えんの同どう窓そう生せい、メイも来きたという。

　でも、奈な々な美みは親おやの用よう事じでお祭まつりに行いけなかった。

「あのさ、それで、裕ひろ樹きなんだけどさ。昨日きのう、学がっ校こうを休やすんだの知しってる？」

「そうなの？」

「たぶん、今日きょうも来こないと思おもう」

「え？　何なにか悪わるい病びょう気きになったの？」

　真ま子こはその質しつ問もんには答こたえず、話はなしを続つづける。

「それと、メイちゃんなんだけどさ」

「え？　なに？」

「あのね、メイちゃんもお祭まつりの日ひに怪け我がをして今いまは入にゅう院いんしてるの」

「え？　ええ??　なんで？」

「人ひと混ごみに押おされて転ころんだんだけどね……」

「え？　ちょっと待まって！　ちょっと待まって！」

　奈な々な美みはそこで大たい変へんなことに気きづいたと思おもって言こと葉ばをさえぎってしまった。

「ええ？　ということは、保ほ育いく園えん時じ代だいの友とも達だちが一いっ気きに３人にんも怪け我がしたり具ぐ合あいが悪わるくなったって事ことなの？」

「うん……」

「え？　え？　それって、どういうこと？」

　真ま子こは目め線せんを落おとすだけで、奈な々な美みの質しつ問もんに答こたえられない。

「ね、どういうことなの？　私わたしも同おなじ保ほ育いく園えん出しゅっ身しんなんだから凄すごく気きになる」

「ほんとに気きになる？」

「当あたり前まえじゃん。一昨日おとといのお祭まつりで何なにかあったの？」

　すると真ま子こが、奈な々な美みの目めをしっかりと見みてきた。

「だったら、私わたしの話はなしを聞きいてみる？」

「え？　もちろんだよ」

　そう言いった奈な々な美みだったが、ちょっと不ふ安あんになった。

　真ま子この目めが黒くろくてよどんだ目めに見みえたからだ。

　一いっ瞬しゅん、悪あく魔まの目めのように思おもえた。

「その話はなしはね、『牛うしの首くび』って話はなしなんだけどね」
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「え？　なにそれ？　お祭まつりで何なにがあったのかの話はなしじゃないの？」

「違ちがうよ。『牛うしの首くび』の話はなしだよ。とても有ゆう名めいな都と市し伝でん説せつなんだよ」

「有ゆう名めいなの？」

「有ゆう名めいなんだよ」

「そんなの知しらないよ。でも、それが３人にんの怪け我がや病びょう気きと何なにか関かん係けいがあるの？」

「うん」

　真ま子こはかすかな笑えみを口くち元もとに浮うかべてうなずいた。

　奈な々な美みはちょっと気き味みが悪わるく感かんじたが、とにかく聞きいてみることにした。

「分わかった、じゃ、その『牛うしの首くび』の話はなしを教おしえて」

「『牛うしの首くび』っていう都と市し伝でん説せつはね……」

　そこまで言いうと真ま子こは、突とつ然ぜん、口くちをつぐんでしまった。

「真ま子こ、どうした？」

　奈な々な美みの幼おさななじみの顔かおは、見みる見みる険けわしくなっていく。

「ね、どうしたのよ？」

　真ま子こは何なにかに必ひっ死しに耐たえているらしく顔かおが赤あかくなる。

　そしてブツブツと何なにかを言いい出だした。

「ダメ、ダメ、ダメ……」

「真ま子こ、どうしたの？」

「ダメ、ダメッ、奈な々な美みに話はなしちゃダメッ！」

「真ま子こ、大だい丈じょう夫ぶ？　しっかりしてっ！」

　すると──、




「ダメッ！　ダメッ！　誰だれかに話はなしちゃダメ！　話はなしちゃダメッ！」




　真ま子こはガバッと立たち上あがるとそう叫さけんだ。

「真ま子こ！　しっかりして！」

　奈な々な美みは真ま子こを落おち着つかせようと肩かたを抱だいた。

　だが、真ま子こは奈な々な美みを振ふり切きって３階かいの廊ろう下かに飛とび出だした。

「真ま子こッ！」

　叫さけんで追おいかける奈な々な美み。

　真ま子こは登とう校こうしてくる生せい徒と達たちを押おしのけながら廊ろう下かの奥おくに走はしって行いく。

　突つき飛とばされた生せい徒と達たちが「わぁ！」、「きゃっ！」と悲ひ鳴めいを上あげる。

　奈な々な美みはそんな真ま子こを追おいかける。

　だが、追おいつけない。

　やがて真ま子この背せ中なかが廊ろう下かの奥おくの階かい段だんへ折おれ曲まがった。

　その直ちょく後ご──、




　きゃぁぁぁ！




　悲ひ鳴めいと共ともにゴロゴロッと落おちる音おとが響ひびいた。

「真ま子こ！」

　階かい段だんにたどり着ついた奈な々な美み。

　３階かいと２階かいをつなぐ踊おどり場ばに真ま子こが倒たおれ込こんでいた。

「真ま子こ！」

　奈な々な美みが踊おどり場ばに駆かけ下おりると、真ま子こが「ダメ、ダメよ、うーん」とうなっている。




　×　　×　　×




　真ま子こは大おおきな怪け我がはしていなかったが、保ほ健けん室しつでしばらく様よう子すを見みてから大だい事じを取とって家いえに帰かえった。

　一いっ方ぽう、奈な々な美みは先せん生せいに色いろ々いろと質しつ問もんをされた。

　真ま子こが『牛うしの首くび』という都と市し伝でん説せつを話はなそうとしていたことを伝つたえた。

「は？　都と市し伝でん説せつだと？」

「そうです」

「そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい話はなしを夢む中ちゅうになっておしゃべりしてるから、階かい段だんで足あしを踏ふみ外はずしたりしたんだろ？」

　先せん生せいは真しん剣けんに受うけ止とめてくれなかった。




　一いち時じは騒そう然ぜんとなった１年ねん生せいのフロアも、２時じ間かん目めには日にち常じょうに戻もどっていた。

　でも、奈な々な美みの心しん中ちゅうは穏おだやかではない。

　真ま子このことが気きになって仕し方かたなかった。

　寛かん太た、裕ひろ樹き、そしてしばらく会あっていないメイも、事じ故こに遭あったり体たい調ちょうを崩くずしているという。

　それに──、

（『牛うしの首くび』ってなに？　なぜ、「ダメ、ダメ」と真ま子こはつぶやいたの？）

　それが気きになって勉べん強きょうにならない。




　次つぎの休やすみ時じ間かんに１年ねん１組くみに行いった。

　保ほ育いく園えんで一いっ緒しょだった裕ひろ樹きが心しん配ぱいだったからだ。

　教きょう室しつに裕ひろ樹きの姿すがたが見み当あたらないので近ちかくにいた女おんなの子こに尋たずねた。

「今日きょうもお休やすみだよ」

「そう、ありがとう」

　やはり、真ま子この言いった通とおり、裕ひろ樹きは体たい調ちょうを崩くずしているようだった。
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　その日ひ、学がっ校こうが終おわると奈な々な美みは急いそいで家いえに帰かえった。

　鞄かばんを下おろすと早そう々そうに「裕ひろ樹きと寛かん太たのお見み舞まいに行いく」と母はは親おやに告つげて家いえを出でた。

　裕ひろ樹きの家いえには皆みんなで何なん度どか遊あそびに行いったことがある。

　奈な々な美みの家いえからは７、８分ふんの場ば所しょだった。

　住じゅう宅たく街がいを歩あるく中なか、奈な々な美みは考かんがえる。

　自じ分ぶんの大たい切せつな友とも達だちが、一いっ気きに事じ故こに遭あったり、病びょう気きになったりするなんて絶ぜっ対たいにおかしい。

　でも、先せん生せいに都と市し伝でん説せつの話はなしをしたら馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言いわれた。

　お母かあさんやお父とうさんに相そう談だんをしても笑わらわれるだけだろう。

　だから、自じ分ぶんで調しらべるのが一いち番ばん良いいと思おもう。

　それに──、




（『牛うしの首くび』ってなに？）




　真ま子こが有ゆう名めいな都と市し伝でん説せつだと教おしえてくれた、この話はなしが気きになる。




　×　　×　　×




　ピンポーン。

　奈な々な美みが裕ひろ樹きの家いえの呼よび鈴りんを鳴ならすと、母はは親おやが出でてきた。

「あら？　奈な々な美みちゃん、久ひさしぶり」

「こんにちは。あの、裕ひろ樹き、大だい丈じょう夫ぶですか？　昨日きのうから休やすんでるって聞きいたから心しん配ぱいになっちゃって……」

「まあ、お見み舞まいに来きてくれたの？　ありがとうね。でも、病びょう気きを移うつしちゃうといけないから、人ひとには会あいたくないって本ほん人にんが言いってるからね。奈な々な美みちゃんが来きてくれたって伝つたえとく」

「あの……、風邪かぜとかですか？」

「本ほん当とうにどうもありがとうね」

　さっさと帰かえって欲ほしいという態たい度どだった。

　裕ひろ樹きの母はは親おやがドアを閉しめようとすると、奈な々な美みは慌あわてて声こえを上あげた。

「ちょっと待まってください！」

「なに？　どうしたの？」

　裕ひろ樹きの母はは親おやは閉しめかけたドアを止とめて、少すこしいらついた表ひょう情じょうで奈な々な美みを見みた。

「おばさんは、『牛うしの首くび』って話はなしを聞きいたことはありませんか？」

「え？　なぜ？」

「『牛うしの首くび』っていう都と市し伝でん説せつがあるそうなんです。その話はなしを聞きいたことはありませんか？」

　裕ひろ樹きの母はは親おやの顔かお色いろが青あおくなっていく。

　ドアノブを掴つかむ手てが小こ刻きざみに震ふるえている。

「おばさん、何なにか知しってるんですか？」

　裕ひろ樹きの母はは親おやはぞっとした目めで、奈な々な美みを見みすえた。

　そして、閉とじかけのドアをゆっくりと開ひらくと、奈な々な美みの顔かおの近ちかくに自じ分ぶんの顔かおを近ちかづけてきた。

　奈な々な美みは、寒さむ気けを感かんじて半はん歩ぽ後あとずさった。

「奈な々な美みちゃんは、もしかしてその話はなしを聞きいてしまったの？」

「いえ、さっき名な前まえを知しっただけです」

　慌あわてて首くびを振ふった奈な々な美みはそう答こたえるとつばを飲のみ込こんだ。

　裕ひろ樹きの母はは親おやはおびえた口く調ちょうで説せつ明めいを始はじめる。

「私わたしね、『牛うしの首くび』の話はなしなんてすっかり忘わすれてた。それなのに、一昨日おととい、お祭まつりから帰かえってきた裕ひろ樹きが、メイちゃんがお祭まつりで怪け我がをしたって話はなしを教おしえてくれた後あとに、お母かあさん、『牛うしの首くび』って話はなしを知しってる？　って尋たずねてきたの。でも、その瞬しゅん間かん、昔むかしのことを思おもい出だして……」

　裕ひろ樹きの母はは親おやはまた怖おそろしい気き持もちがわき上あがってきたらしくて黙だまってしまった。

「昔むかしのことって……？」

「私わたしが中ちゅう学がく生せいだった時ときに、他ほかの子こに、『牛うしの首くび』の話はなしをしてしまった子こがいたの。その子こはどうなったと思おもう？」

「え？　あの……」

　奈な々な美みの頭あたまに『死し』という言こと葉ばが浮うかんだが口くちに出だしたくなかった。

　だから、首くびを横よこに振ふった。

　それを見みた裕ひろ樹きの母はは親おやは青あおざめたままの表ひょう情じょうで答こたえた。

「死しんだのよ」

　頭あたまに浮うかんだ通とおりだったので奈な々な美みは息いきをのんだ。

　裕ひろ樹きの母はは親おやはさらに話はなしを続つづけてきた。

「それに、それだけじゃないの」

「それだけじゃない？」

「その子この家か族ぞくも次つぎ々つぎと……」

「え？　家か族ぞくも死しんだんですか？」

　裕ひろ樹きの母はは親おやはうなずいた。

「もう20年ねん以い上じょう前まえだけど、その家いえはなぜか廃はい墟きょのまま残のこってるわ」

「廃はい墟きょ……？」

　奈な々な美みは、この町まちの廃はい墟きょを思おもい出だそうとしたが、直すぐには浮うかばなかった。

「『牛うしの首くび』は本ほん当とうに怖おそろしい話はなしなのよ。だから、一昨日おととい、裕ひろ樹きが私わたしに語かたろうとした時ときに、あわてて止やめさせた。誰だれかから聞きいたので、別べつの誰だれかに話はなさないといけないと思おもったらしいけど……。でも、絶ぜっ対たいに話はなしちゃダメだって止やめさせたら、そうしたら具ぐ合あいが悪わるくなって……」

　奈な々な美みはそこで大おおきな疑ぎ問もんを持もった。

「あの、ちょっと待まってください。誰だれかから聞きいたので、って、その誰だれかって誰だれなんですか？　裕ひろ樹きに『牛うしの首くび』の話はなしをしたのは誰だれなんですか？」

「そんなの知しらないわよ。『牛うしの首くび』の話はなしは聞きいただけで不ふ幸こうなことになるし、それを話はなせばもっと不ふ幸こうなことになるのよ。もう帰かえってちょうだい！」




　バタンッ！




　裕ひろ樹きの母はは親おやはいきなり怒おこり出だして、勢いきおいよく玄げん関かんドアを閉しめた。

　奈な々な美みはぼう然ぜんと立たち尽つくした。

『牛うしの首くび』という話はなしが想そう像ぞうできないほどに怖おそろしいというのはわかった。

　これ以い上じょう深ふかく知しれば、自じ分ぶんの身みにも何なにかが起おきるかもしれない。

　それは、怖こわい。とても怖こわい。

　でも、自じ分ぶんの大たい切せつな幼おさななじみ達たちが怪け我がをしたり、病びょう気きになっているのだ。




（先せん生せいは信しんじてくれないし、裕ひろ樹きのお母かあさんはこんなだし……。私わたしが頑がん張ばらないと……）




　奈な々な美みは意いを決けっするともう１つの目もく的てき地ちに向むかった。




　×　　×　　×




　寛かん太たが入にゅう院いんした病びょう院いん名めいは昨日きのう、学がっ校こうで耳みみにしていた。

　奈な々な美みも何なん度どか些さ細さいな病びょう気きで通つう院いんしたことのある病びょう院いんだ。

　裕ひろ樹きの家いえからは10分ぷんほどで歩あるいていける。

　奈な々な美みは病びょう院いんに着つくと受うけ付つけに行いって、面めん会かいに来きたと伝つたえた。

　受うけ付つけの人ひとは、寛かん太たの部へ屋や番ばん号ごうを教おしえてくれた。




　寛かん太たは４人にん部べ屋やのカーテンに仕し切きられた片かた隅すみにいた。

　奈な々な美みがシャーッとカーテンを開あけるとベッドの上うえの寛かん太たが目めを丸まるくした。

「何なにしに来きたんだよ？」

　ギプスで固こ定ていされた寛かん太たの右みぎ足あしが痛いた々いたしい。

「お見み舞まいだよ。ね、足あしは大だい丈じょう夫ぶ？」

「お願ねがいだから帰かえってよ」

　いきなり、そんな事ことを言いわれて奈な々な美みはショックだった。

　寛かん太たはとても優やさしい男おとこの子こだ。

　見み舞まいに来きた奈な々な美みに対たいして、寛かん太たがこんな言いい方かたをするなんてあり得えない。

　しかもひどくおびえた様よう子すで、奈な々な美みの顔かおをまともに見みようともしない。

　こんな寛かん太たは初はじめてだ。

　だから、気きがかりを単たん刀とう直ちょく入にゅうに尋たずねることにした。

「ねぇ、一昨日おとといのお祭まつりで何なにがあったの？」

「え？　な、なにがって……？」

　寛かん太たはますます奈な々な美みを避さけるように答こたえた。

「今朝けさ、真ま子こが『牛うしの首くび』の話はなしを私わたしに聞きかせようとしたの。でも、ダメよ、それを話はなしちゃダメよ、って騒さわぎ出だして怪け我がしたの。寛かん太たも昨日きのう、救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれる前まえに、ダメだ、それを話はなしちゃダメだ、ってうなされたみたいに言いってたよね」

　寛かん太たの顔かおがどんどんと青あおざめていく。

「そ、それは……その……」

「ね、どうなってるの？　お願ねがいだから教おしえて！　私わたし、寛かん太たや皆みんなのことが心しん配ぱいなの。ね、お祭まつりで何なにがあったの？　『牛うしの首くび』の話はなしは誰だれから聞きいたの？」

「僕ぼくにもわからないんだよ！」

　寛かん太たは詰つめ寄よってくる奈な々な美みを避さけるように声こえを上あげた。

　そして再ふたたび顔かおをそらしたが、奈な々な美みは食くい下さがる。

「わからないって、どういうこと？」

　寛かん太たはあきらめたようにため息いきをつくと、おびえた口く調ちょうで語かたり出だす。

「お祭まつりで、たこ焼やきや焼やきそばを買かって皆みんなで食たべてたんだよ。そしたら、僕ぼくたちと同おない年どしくらいの女おんなの子こが話はなしかけてきたんだ」

「知しってる子こだったの？」

　奈な々な美みに背せを向むけた寛かん太たは、首くびを振ふった。

「セーラー服ふくを着きてた」

「どこの学がっ校こうのセーラー服ふくだったの？」

「暗くらくてよくわからなかった。でも、もしかしたら保ほ育いく園えんの時ときの子こかなと思おもったんだ。それで、その子こが『牛うしの首くび』を知しってるかって尋たずねてきたから、僕ぼくたちは知しらないって答こたえたんだ。そしたら、その子こが『牛うしの首くび』の話はなしを教おしえてくれて……」

「で、聞きいてしまったの？」

　寛かん太たは小ちいさくうなずく。

「ものすごく怖こわい話はなしだった。それに、その子こは話はなしを終おえると突とつ然ぜん消きえちゃったんだ」

「消きえた……？」

「そう、すぅーっと消きえた」

「人ひと混ごみの中なかに入はいっていったんじゃなくて？」

「ちがう……。それで、僕ぼくたち全ぜん員いん、怖こわくなって家いえに帰かえることにしたんだ。で、家いえに帰かえったら、裕ひろ樹きから『牛うしの首くび』の話はなしを人ひとに話はなしちゃダメだってお母かあさんに言いわれたって連れん絡らくがあったんだ。聞きいてもダメだけど、話はなしをしちゃうともっと不ふ幸こうになるって……。だから、人ひとに話はなす気きなんて全ぜん然ぜんなかったんだ……」

「それなのに、昨日きのうはなんで、学がっ校こうで話はなしをしようと思おもったの？」

　背せ中なかを向むけた寛かん太たがいらついた様よう子すで頭あたまを抱かかえた。

「だから、それがよくわからないんだって！　いい加か減げんにしてよ！」

「ごめん。でも、私わたしは寛かん太たや皆みんなのことが心しん配ぱいなのよ」

「そんなに心しん配ぱいなの……？」

「当あたり前まえでしょ。保ほ育いく園えんの時ときからの友とも達だちなんだよ」

「そっか……」

　寛かん太たはゆっくりと振ふり向むいた。

「じゃ、僕ぼくの話はなしを聞きいてくれる？」

「え？　寛かん太たの話はなしって？」

「だから、『牛うしの首くび』の話はなしを聞きいて欲ほしいんだよ」
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「え？」

　寛かん太たは奈な々な美みの目めをしっかりと見みてきた。

「『牛うしの首くび』の話はなしを聞きいて欲ほしいんだよ」

「え？　ちょっと待まって」

　寛かん太たの目めが黒くろくよどんだように見みえた。

　今朝けさ、見みた真ま子この目めと似にていた。

　悪あく魔まのような目めだ。

「寛かん太た！　ね、ちょっと待まって！」

「『牛うしの首くび』というのはね……」

　寛かん太たはふっと我われに返かえったようになった。

　そして、「ダメだ……。ダメだ……」とつぶやきだした。

「寛かん太た！　しっかりして！」

　奈な々な美みが声こえを掛かけた途と端たん──、




「あああぁぁぁ！　ダメだッ！　話はなしちゃダメだっ！」




　寛かん太たが全ぜん身しんをよじらせながら叫さけんだ。

　奈な々な美みは寛かん太たを落おち着つかせようとしたが、はたかれてしまった。

「寛かん太た！」

　奈な々な美みはぼう然ぜんとするしかない。

「どうしたんですか!?」

　騒さわぎを聞ききつけた看かん護ご師しが走はしり込こんできた。

「わぁぁぁ！　ダメだ！　話はなしをしちゃダメだ！」

　叫さけぶ寛かん太たを看かん護ご師しが押おさえ込こんだ。

　奈な々な美みはすっかり動どう転てんしてしまった。

　気きがついたら病びょう室しつから走はしって逃にげ出だしていた。




　×　　×　　×




　病びょう院いんを飛とび出だした奈な々な美みは、わけもわからず走はしっていた。

「どうしたらいいの？　どうしたらいいの!?」

　走はしりながら口くちにした言こと葉ばが、むなしく背はい後ごに飛とび去さっていく。

　夕ゆう暮ぐれが迫せまる住じゅう宅たく街がいを奈な々な美みは闇やみ雲くもに走はしる。

　やがて息いきが切きれてきた。

　近ちかくの電でん柱ちゅうに手てをついて立たち止どまった。

　パッと周しゅう囲いが明あかるくなった。

　奈な々な美みが見み上あげると、電でん柱ちゅうに付つけられた街がい灯とうが点てん灯とうしていた。

　ジーッ、チカチカ

　街がい灯とうの調ちょう子しが悪わるいらしく一いっ瞬しゅん点てん滅めつした。

　その灯あかりは電でん柱ちゅうの向むこうの古ふるい建たて物ものを照てらす。

　かつては素す敵てきな家いえだったに違ちがいない２階かい建だての家いえ。

　だが、今いまは冬ふゆ枯がれの雑ざっ草そうに覆おおわれた廃はい墟きょだ。

　ヒュー、ザワザワァァ、カタカタ

　枯かれ草くさを撫なでて通とおり過すぎた冷つめたい風かぜが、外はずれかけている玄げん関かんドアを揺ゆらした。

「え！」

　奈な々な美みは目めを疑うたがった。

　外はずれかけた玄げん関かんドアの隙すき間まの奥おくで何なにかが動うごいたからだ。

　茶ちゃ色いろい毛けに覆おおわれた大おおきな顔かおに見みえた。

　奈な々な美みはよく見みようと廃はい墟きょに近ちかづいた。

　すると──、




　ギィ、ギギィィギィ！




　外はずれかけている玄げん関かんドアが、よどんだ悲ひ鳴めいのような音おとと共ともに開ひらいた。

　ハッと息いきをのんで立たち止どまった奈な々な美みは、信しんじられない光こう景けいに目めをこする。

　枯かれ草くさの向むこうの廃はい墟きょの玄げん関かんから、おろしたてに思おもえるセーラー服ふくの女おんなの子こが出でてきたのだ。

「こんにちは」

　セーラー服ふくの女おんなの子こはニッコリと挨あい拶さつをしてきた。

　奈な々な美みは信しんじられないと思おもいつつも、つい挨あい拶さつを返かえしてしまう。

「こ、こんにちは……」

「はい、こんにちは」

　セーラー服ふくの少しょう女じょはとても素す敵てきな笑え顔がおでガサガサと枯かれ草くさを踏ふみ分わけて近ちかづいてくる。

　奈な々な美みはなぜかその子こをとても魅み力りょく的てきに感かんじてしまった。

　枯かれ草くさを抜ぬけてきたセーラー服ふくの女おんなの子こは、奈な々な美みのそばに来くるとにこやかに見みつめてきた。

「ねぇ、『牛うしの首くび』って話はなしは知しってる？」

「あの……、名な前まえは知しってるんですが、内ない容ようは知しりません」

　奈な々な美みは正しょう直じきに答こたえないといけないと思おもったのだ。

「そうなの。じゃ、『牛うしの首くび』のお話はなしを教おしえてあげるね」

「あ、はい……」

「『牛うしの首くび』というお話はなしはね──」




「そこまでだ!!」




　奈な々な美みはハッと後うしろを見みた。

　いつの間まにか、背はい後ごに赤あかいフードの少しょう年ねんが立たっていた。

　千せん野のフシギだ。

　フシギは前ぜん方ぽうをにらんだ。

　奈な々な美みはその視し線せんにつられて前まえに向むき直なおる。

　セーラー服ふくの少しょう女じょの背はい後ごに、茶ちゃ色いろい毛け並なみの牛うしの首くびが浮ういていた。




　モォォォォ！




　牛うしの首くびが声こえを上あげた。

「いやぁ！」と奈な々な美みはビックリして飛とび退のく。

　足あしがからまって地じ面めんに転ころがった。

　セーラー服ふくの少しょう女じょが奈な々な美みを射いるように邪じゃ悪あくな視し線せんを向むけてくる。

　それは黒くろくよどんでいる。

　今日きょう見みた真ま子こや寛かん太たの怖おそろしい目めよりもずっと黒くろく、ずっと深ふかくよどんでいる。

　背はい後ごの牛うしの首くびもおぞましい顔かおつきになっている。

　セーラー服ふくを着きた悪あく魔まと、牛うしの首くびの形かたちをした地じ獄ごく。

　その２つに見み据すえられた奈な々な美みの全ぜん身しんが恐きょう怖ふで固かたまった。

　モォォォォッオオオオッッ！
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　セーラー服ふくの少しょう女じょと共ともに牛うしの首くびが、奈な々な美みに突とっ進しんしようとした。

「いやぁぁ！　やめてぇぇ！」

　奈な々な美みが叫さけんだその時とき──、

　フシギの腕うでが伸のび、赤あかい手て帳ちょうが広ひろげられる。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギの口くちから呪じゅ文もんが唱となえられた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、セーラー服ふくの少しょう女じょと牛うしの首くびから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　得え体たいの知しれない存そん在ざいは消きえた。




　街がい灯とうの灯あかりの下したにうずくまる奈な々な美みのもとに、赤あかいフードの少しょう年ねんが歩あゆみ寄よった。

　その足あし下もとに黄き色いろいフードを着きた犬いぬがいたが、その顔かおは見みえなかった。

「あの、あなたは？」

「今いま、『牛うしの首くび』の呪のろいを回かい収しゅうした」

「回かい収しゅう……？」

「そうだ。だから、君きみの友とも達だちは、『牛うしの首くび』の話はなしを忘わすれたはずだ」

「話はなしを忘わすれた……？　そうなんですか？」

「そうだ。だが、よく聞きいて欲ほしい。君きみの友とも達だちがもし『牛うしの首くび』の話はなしを思おもい出だすようなことがあったら、その時ときは絶ぜっ対たいに人ひとに話はなすなと、全ぜん員いんに伝つたえるんだ。いいな」

「あ、はい、もちろんです」

　ジーッ、チカチカ

　街がい灯とうが点てん滅めつした。

　ハッと上うえを見み上あげた奈な々な美みが、再ふたたび視し線せんを戻もどした時ときには、少しょう年ねんと犬いぬはいなくなっていた。




　×　　×　　×




　無む言ごんで歩あるくフシギをジミーが見み上あげた。

「なあ、フシギ。どうして思おもい出だすようなことがあったらって言いったんや？」

　フシギは険けわしい表ひょう情じょうをしているだけでなにも答こたえない。

「呪のろいは回かい収しゅうしたんや。もう思おもい出だすことはあらへんやろ」

　しかし、フシギはなぜか苦にが々にがしい表ひょう情じょうをしていた。

　住じゅう宅たく街がいの日ひはいつの間まにかすっかり暮くれていた。
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「なあ、一いっ体たいどうなってるんや？」

　とある町まち。

　ジミーは、前まえを歩あるくフシギに声こえをかけた。

　都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつや怪かい人じんが復ふっ活かつしてからというもの、フシギは妙みょうに苛いら立だっていた。

　それがジミーはずっと気きになっていたのだ。

　すると、フシギが交こう差さ点てんの手て前まえでふと立たち止どまった。

「おそらく、都と市し伝でん説せつはただ復ふっ活かつしているわけじゃない」

「どういうことや？」

　戸と惑まどうジミーの顔かおを、フシギはわずかに見みつめた。




「僕ぼくの予よ感かんが正ただしければ、このままでは手て帳ちょうの意い味みがなくなるかもしれない」




　フシギはそう言いうと、真まっ赤かな手て帳ちょうを取とり出だし、じっと見みつめた。

「手て帳ちょうの意い味みがなくなる？　なんでそんなことになるんや??」

　ジミーはその理り由ゆうを聞きこうとするが、フシギはそれ以い上じょう何なにも答こたえなかった。

　やがて、フシギは交こう差さ点てんを歩あるきはじめる。

「ちょ、待まつんや。ちゃんと話はなしてくれ！　おおい、俺おれたち仲なか間まやろ！」

　ジミーは、あわててそんなフシギを追おった。
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　その頃ころ。

　紺こん野の沙さ彩あやは、河か川せん敷しきのベンチに座すわっていた。

　日にち曜よう日びの昼ひる下さがり。

　朝あさから青あお空ぞらが広ひろがっていた。

「ねえ、お姉ねえちゃん、そろそろ帰かえろうよ」

　沙さ彩あやは、そばに立たっているジャージ姿すがたの女おんなの子こにそう声こえをかけた。

　竹刀しないを持もった姉あねの沙さ知ち子こだ。

「エイ！　エイ！　エイ！」

　沙さ知ち子こは、一いっ心しん不ふ乱らんに竹刀しないを振ふり続つづけていた。

　あの青あおい傘かさの男おとこの騒そう動どうから、半はん月つきがすぎた。

　自じ分ぶんの町まちへ戻もどってきた沙さ知ち子こは、あれから毎まい日にちのように河か川せん敷しきで素す振ぶりをしていたのだ。

　千せん野のフシギの持もっていた赤あかい手て帳ちょうから、呪のろいのマークが消きえてしまった。

　それはつまり、またいつ、都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつや怪かい人じんが現あらわれるのか分わからないということである。

「お姉ねえちゃん、私わたし、おやつ食たべたいよお」

　沙さ彩あやは沙さ知ち子こに付ついて来きたものの、まさか１時じ間かん以い上じょうもトレーニングをするとは思おもっていなかった。

「別べつに付ついて来きてなんて言いってないでしょ」

　沙さ知ち子こが竹刀しないを振ふりながら言いう。

　竹刀しないを振ふるだけではなく、沙さ知ち子こは走はしり込こみや、腹ふっ筋きん、腕うで立たてなど、まるで本ほん当とうの剣けん道どう部ぶの部ぶ員いんのようなトレーニングをしていた。

　すべては、怪かい物ぶつや怪かい人じんと戦たたかうためである。

　お札ふだを持もっている雷らい太たと組くめば、少すこしは戦たたかうことができるだろう。

（私わたしだって、役やくに立たてるはずだよね……）

　沙さ知ち子こは、雷らい太たとともに、これからも都と市し伝でん説せつの呪のろいに立たち向むかおうと思おもっていた。

「も～、お姉ねえちゃん、私わたし限げん界かい～！」

　沙さ彩あやがベンチから立たち上あがった。

「先さきに帰かえるよ。お姉ねえちゃんに付つき合あってたら、せっかくの日にち曜よう日びが終おわっちゃうよ」

　うんざりした表ひょう情じょうで沙さ彩あやが言いう。

「だから、勝かっ手てに付ついて来きたのは沙さ彩あやでしょ」

　沙さ彩あやには、一いち連れんの騒そう動どうのことは話はなしていなかった。

　もともと怖こわがりなので、都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつや怪かい人じんがまた現あらわれるかもしれないなどと聞きいたら、怯おびえてしまうだろう。

「お姉ねえちゃんはもう少すこしトレーニングするから」

　沙さ知ち子こはそう言いうと、沙さ彩あやを先さきに帰かえらせることにした。




「沙さ彩あやちゃん？」




　ふと、河か川せん敷しきのそばの道どう路ろから声こえがした。

　顔かおをむけると、自じ転てん車しゃに乗のった数すう人にんの女おんなの子こたちがいる。

「圭けいちゃん！」

「圭けいちゃん？」

　沙さ彩あやのクラスメイトの女おんなの子こである。

（たしか、都と市し伝でん説せつが好すきなのよね……？）

　沙さ知ち子こは以い前ぜん、沙さ彩あやからその話はなしを聞きいたことがあった。

「圭けいちゃん、今いまから遊あそびに行いくの？」

「そうじゃないよ。調ちょう査さをしに行いくの」

「調ちょう査さ？」




「うん。詩し衣い奈なちゃんがね、都と市し伝でん説せつの怪かい人じんを見みたんだって！」




「えええ！」

　声こえをあげたのは、沙さ知ち子こである。

「それって、ほんと？」

「え、は、はい。それで私わたしたち今いまから見みに行いこうと思おもってて」

　どうやらその途と中ちゅうで河か川せん敷しきを通とおりかかり、沙さ彩あやを見みつけたらしい。

「だけど待まって」

　ふと、沙さ彩あやが声こえを出だした。

「詩し衣い奈なちゃんって、この前まえも怪かい物ぶつを見みたって言いってたよね？」

「そう言いわれれば……！」

　沙さ知ち子こはそのときのことを思おもい出だした。

　以い前ぜん、沙さ彩あやは、詩し衣い奈なという女おんなの子こが小しょう学がっ校こうの近ちかくの路ろ地じで『ベタベタ』という怪かい物ぶつを見みたと言いったのだ。

　しかし、沙さ知ち子こがその場ばに行いって探さがしてみると、その正しょう体たいはただの毛け足あしの長ながい猫ねこだった。

「また、彼かの女じょが勘かん違ちがいしてるだけかも」

「うん。詩し衣い奈なちゃん、ちょっとそそっかしいところがあるもんねえ」

　沙さ知ち子こと沙さ彩あやがそう言いうと、圭けいは大おおきく首くびを横よこに振ふった。




「勘かん違ちがいなんかじゃないよ。詩し衣い奈なちゃん、目めの前まえではっきりと怪かい人じんを見みたらしいの」




「目めの前まえではっきりと……？」

　それなら、勘かん違ちがいではないのかもしれない。

　沙さ知ち子こは一いっ瞬しゅんで険けわしい表ひょう情じょうになった。

「みんなは今いますぐ家いえに戻もどって！　その怪かい人じんは、私わたしと雷らい太たくんで調しらべるから！」




　その頃ころ。

　雷らい太たは、白しろいロードバイクを押おしながら、道どう路ろを歩あるいていた。

（はあ～、今日きょうも何なにも手てがかりを得えることができなかった）

　沙さ知ち子ことともに町まちに戻もどってきた雷らい太たは、毎まい日にちのように、さらわれた捺なつ奈なの行方ゆくえを探さがしていた。

　フシギが言いうには、十と三み島じまで『くねくね』を回かい収しゅうしたのだという。

　だが、捺なつ奈なについては何なにも分わからなかったらしい。

（手て帳ちょうから呪のろいのマークが消きえたということは、くねくねもまたどこかにいるってことだよね……）

　くねくねを見みつけ出だせば、きっと捺なつ奈なの行方ゆくえも分わかるはずだ。

（十と三み島じまに僕ぼくが行いっていれば……）

　くねくねを捕つかまえることができたかもしれない。

　歯はがゆい気き持もちになる。

　だが、ここで心こころが折おれてしまっては、二に度どと捺なつ奈なに会あうことはできないだろう。

（今こん度どこそ、僕ぼくが絶ぜっ対たいに見みつけ出だす）

「待まっていろ、捺なつ奈な……！」

　雷らい太たは改あらためてそう決けっ心しんすると、まっすぐに前まえを見みつめた。




「ん？」




　前ぜん方ぽうの交こう差さ点てんに、沙さ知ち子こがいる。

　沙さ知ち子こはキョロキョロとしながら何なにかを探さがしていた。

「沙さ知ち子こちゃん、何なにをしてんだい？」

　雷らい太たは近ちかづきながら声こえをかけた。

「いたー！　もう、探さがしたのよ、どこ行いってたのよ！」

「どこって、僕ぼくはくねくねの情じょう報ほうを探さがしにいろいろな町まちに──」




「そのくねくねのことが、ついに分わかったの！」




「えっ!?」

　雷らい太たはロードバイクをその場ばに置おくと、沙さ知ち子こに駆かけ寄よった。

「くねくねの何なにが分わかったんだ!?」

　雷らい太たは沙さ知ち子この肩かたを激はげしく揺ゆさぶりながら尋たずねる。
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「ちょ、ちょっと～、揺ゆさぶらないで～！」

「ああ！　ごめん！」

　雷らい太たはあわてて沙さ知ち子この肩かたから手てを離はなした。

「雷らい太たくん、落おち着ついて。じゃないと、くねくねを今いまから捕つかまえることなんかできないわよ」

「それは分わかってるけど、……えっ？　今いまから捕つかまえる？」

　戸と惑まどう雷らい太たに、沙さ知ち子こは真しん剣けんな表ひょう情じょうで大おおきくうなずいた。




「この町まちに現あらわれたのよ、くねくねが──」
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「ここよ。くねくねがいたのは」

　雷らい太たと沙さ知ち子こは、住じゅう宅たく地ちの外はずれにやって来きていた。

　そこは農のう園えんになっていて、畑はたけが広ひろがっている。

　詩し衣い奈なは、親おやがこの一いっ角かくにある貸かし農のう園えんで野や菜さいを育そだてていて、休やすみの日ひはよく家か族ぞくでここを訪おとずれるらしい。

　今日きょうも朝あさから、畑はたけで野や菜さいの世せ話わをしていた。

　親おやは真面目まじめに水みずやりや雑ざっ草そうを刈かったりしていたが、詩し衣い奈なは飽あきてしまい、ひとりで畑はたけのまわりを散さん歩ぽすることにしたのだという。

「そのとき、見みたらしいの」

　沙さ知ち子こは、畑はたけをじっと見みつめながら言いった。

　詩し衣い奈なは、散さん歩ぽをしながら何なに気げなく畑はたけを見みたのだという。

　すると、畑はたけの真まん中なかに、人ひとが立たっていたのだ。




　それは、真まっ白しろな人ひと影かげだった。




　畑はたけには、詩し衣い奈なたち以い外がい誰だれもいなかった。

　詩し衣い奈なが不ぶ気き味みに思おもいながら見みていると、突とつ然ぜん、その人ひと影かげが顔かおをこちらにむけたのだという。

　その顔かおは、目めも鼻はなも口くちもなく、真まっ白しろでツルンとしていたらしい。

　次つぎの瞬しゅん間かん、真まっ白しろな人ひと影かげがゆらゆらと動うごきながら、詩し衣い奈なのほうへ迫せまってきた。

　前ぜん回かいのように、猫ねこをベタベタと見み間ま違ちがえたということではない。

　人にん間げんではない何なにか。

　真まっ白しろな怪かい人じんが、目めの前まえまで迫せまってきたのだ。

　詩し衣い奈なは悲ひ鳴めいをあげて、走はしった。

　そして、畑はたけにいる両りょう親しんの手てを引ひっ張ぱると、そのまま車くるまに乗のり込こみ、その場ばから逃にげ出だしたらしい。

「その後あと、圭けいちゃんっていう都と市し伝でん説せつ好ずきの女おんなの子こに電でん話わをしたんだって。親おやに言いっても信しんじてもらえなくて、どうすればいいのか分わからなくなったみたい」

　圭けいはそれを聞きいて、都と市し伝でん説せつ好ずきの友とも達だちを誘さそって調ちょう査さをしようと思おもったのだ。




「ゆらゆらと動うごく、真まっ白しろな人ひと影かげ……」




　それはたしかに、くねくねとそっくりだった。

「探さがそう！」

　雷らい太たは革かわ製せいのバッグの中なかから、お札ふだを取とり出だすと、いつでも貼はれるように構かまえた。

　沙さ知ち子こも、真しん剣けんな表ひょう情じょうになると、竹刀しないを強つよく握にぎりしめた。

　２人ふたりはまわりを警けい戒かいしながら、さっそくくねくねを探さがすことにした。




　30分ぷんほどすぎた。

　沙さ知ち子こたちは必ひっ死しに怪かい人じんを探さがしたが、まったく見みつからなかった。

　畑はたけは一ひと通とおり見み終おわってしまった。

「あとは、あっちにある雑ぞう木き林ばやしぐらいよねえ……」

　畑はたけのそばには雑ぞう木き林ばやしがあった。

　しかし、雑ぞう木き林ばやしの中なかを探さがすのは大たい変へんそうだ。

　沙さ知ち子こは疲つかれ、緊きん張ちょうの糸いとが切きれると、小ちいさく息いきを吐はいた。

　雷らい太たはそんな沙さ知ち子ことは対たい照しょう的てきに、雑ぞう木き林ばやしをじっと見みつめていた。

「捺なつ奈な、絶ぜっ対たいにお兄にいちゃんはお前まえを見みつけるからな……」

「雷らい太たくん……」

　疲つかれている場ば合あいではない。

　沙さ知ち子こは再ふたたび気き合あいを入いれて、雷らい太たとともに雑ぞう木き林ばやしを探さがすことにした。




　こわいよぉ。




　ふと、かすかな声こえがした。

　沙さ知ち子こは顔かおをあげるが、雷らい太たは気きづいていないようで、雑ぞう木き林ばやしのほうへむかっている。

（女おんなの子この声こえ、だったわよね……）

　畑はたけには、雷らい太たと沙さ知ち子こ以い外がい、誰だれもいなかった。

　まわりの道どう路ろにも、時とき々どき車くるまが通とおるだけで、人ひとの姿すがたはない。




　こわいよぉ。

　たすけて。




　また、声こえがした。

　誰だれかが助たすけを求もとめている声こえだ。

「沙さ知ち子こちゃん！」

　雷らい太たにも聞きこえたようだ。

　どうやら聞きき間ま違ちがいなどではない。

　２人ふたりは声こえのしたほうへと駆かけ出だした。




「ねえ、どこにいるの？」

「出でてくるんだ！」

　沙さ知ち子こと雷らい太たは、雑ぞう木き林ばやしのほうへやってきた。

「声こえがしたのはこの辺あたりよね……？」

「ああ、何なんだか気け配はいを感かんじる」

「気け配はい……」

　それは、都と市し伝でん説せつの怪かい人じんの気け配はいだ。

「この辺あたりに怪かい人じんがいるってこと？」

　緊きん張ちょうが一いっ気きに高たかまる。

　沙さ知ち子こは竹刀しないを構かまえ、まわりを見みた。




　ガサッ




　近ちかくの茂しげみがわずかに揺ゆれた。

　沙さ知ち子こと雷らい太たは同どう時じにその茂しげみのほうを見みた。

　するとそこには、小しょう学がく１、２年ねん生せいぐらいの男おとこの子こと、幼よう稚ち園えん児じぐらいの女おんなの子こが、隠かくれるようにしゃがんでいた。

　女おんなの子こは男おとこの子こにしがみつき、震ふるえながら泣ないていた。

「君きみたちどうしたの？」

　沙さ知ち子こはあわてて２人ふたりのそばに駆かけ寄よった。

「うわああ！」

　男おとこの子こは女おんなの子こを守まもるようにして、持もっていた枝えだを構かまえた。

「沙さ知ち子こちゃん、竹刀しない竹刀しない！」

「えっ、あ、ああ！」

　沙さ知ち子こが竹刀しないを構かまえていたので、男おとこの子こは警けい戒かいしてしまったようだ。

「これは君きみたちを攻こう撃げきするものじゃないから！」

　沙さ知ち子こはあわてて竹刀しないを下おろした。

　すると、男おとこの子こも沙さ知ち子こが敵てきではないと分わかったようで、ゆっくりと枝えだを下おろした。

「それで、君きみたちどうしたんだい？」

「ぼ、僕ぼくたち、この近ちかくのお家うちに住すんでるんだ。妹いもうとと一いっ緒しょによくこの畑はたけで遊あそんでて」

　どうやら彼かれらは兄妹きょうだいのようだ。

　２人ふたりのそばにはサッカーボールがあった。

「それで、いつものようにボールをけってたら、あいつが急きゅうに出でてきて……」

「あいつ？」

　沙さ知ち子こが尋たずねると、女おんなの子こが怯おびえながら顔かおをむけた。




「真まっ白しろなお化ばけみたいな人ひと……」




　女おんなの子こは男おとこの子こにしがみつき、さらに震ふるえた。

　２人ふたりは怖こわくなって逃にげ出だし、この茂しげみに隠かくれていたのだという。

「真まっ白しろなお化ばけみたいな人ひと──」

　雷らい太たは沙さ知ち子このほうを見みる。

　沙さ知ち子こは小ちいさくうなずくと、男おとこの子こたちを見みた。

「ねえ、それはどこにいたの？　お姉ねえちゃんたちに教おしえて！」
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　沙さ知ち子こたちは、男おとこの子こたちを安あん全ぜんなところまで送おくると、教おしえてもらった場ば所しょへとむかった。

　そこは、農のう園えんと雑ぞう木き林ばやしのちょうど境さかい目めだ。

「ここね……」

　やがて、２人ふたりはその場ば所しょにやって来くると、辺あたりを見みまわした。

　男おとこの子こたちが怪かい人じんを見みたのは、30分ぷんほど前まえだ。

　それはちょうど、沙さ知ち子こたちがこの農のう園えんにやって来きた頃ころだった。

「雷らい太たくん、気け配はいは感かんじる？」

「ああ。この近ちかくにいるような気きがする……」

　沙さ知ち子こと雷らい太たは竹刀しないとお札ふだを構かまえると、警けい戒かいしながら辺あたりを確かく認にんした。

　どこかにいるはずだ。

　あの、くねくねがどこかに。

　沙さ知ち子こは緊きん張ちょうしながらも目めを凝こらし、まわりを見みていった。




「ああ！」




　突とつ然ぜん、沙さ知ち子こは畑はたけのほうを見みて、目めを見み開ひらいた。

　畑はたけの真まん中なかに人ひとがいる。

　正せい確かくには、それは人ひとではない。

　真まっ白しろな人ひと影かげが、ゆらゆらと動うごいていたのだ。




「くねくねだ！」




　雷らい太たは声こえを上あげると同どう時じに、怪かい人じんのほうへと駆かけ込こんだ。

「ちょっと、雷らい太たくん！」

　沙さ知ち子こはあわてて追おいかける。

「捺なつ奈なをどこにやったんだ！」

　雷らい太たは一いっ心しん不ふ乱らんに怪かい人じんのほうへむかうと、お札ふだを突つき出だした。




　瞬しゅん間かん、怪かい人じんがその場ばから動うごいた。




　怪かい人じんはゆらゆらと動うごきながら、雑ぞう木き林ばやしのほうへむかう。

「待まて！」

「雷らい太たくん！」

　走はしる雷らい太たを、沙さ知ち子こは追おいかける。

　怪かい人じんはゆらゆらと動うごきながら、そのまま雑ぞう木き林ばやしの中なかへと入はいって行いった。

「逃にがすか！」

　雷らい太たは怪かい人じんを追おって雑ぞう木き林ばやしの中なかへ入はいる。

　沙さ知ち子こも竹刀しないを構かまえながら、それに続つづいた。

　すると、怪かい人じんは少すこし前ぜん方ぽうで急きゅうに立たち止どまった。

「逃にげるのをあきらめたんだな！」

　雷らい太たはお札ふだを突つき出だし、迫せまる。

　だが怪かい人じんはまたゆらゆらと動うごき出だし、木きの陰かげに隠かくれた。

「くそっ！」

　雷らい太たはあわてて木きのそばまでむかう。

　と、怪かい人じんはすでに少すこし離はなれた場ば所しょに移い動どうしていた。

「逃にげても無む駄だだ！」

　雷らい太たは再ふたたび追おおうとするが、怪かい人じんがゆらゆらと動うごきながら、また移い動どうした。




　雷らい太たと沙さ知ち子こは、怪かい人じんを追おいながら雑ぞう木き林ばやしの中なかを走はしって行いく。

　怪かい人じんは一いっ定ていの距きょ離りを保たもちながら、奥おくへ奥おくへと進すすんで行いく。

「待まて！」

「雷らい太たくん、落おち着ついて！」

　沙さ知ち子こは怪かい人じんの動うごきを妙みょうに思おもい、雷らい太たに注ちゅう意いする。

　だが、雷らい太たはまったく聞きく耳みみを持もたず、必ひっ死しに怪かい人じんを追おった。

　やがて、怪かい人じんは大おおきな木きの後うしろに隠かくれるように動うごいた。

　雷らい太たと沙さ知ち子こはすぐにその木きに駆かけ込こみ、その場ば所しょを見みた。




「えっ!?」




　怪かい人じんの姿すがたがない。消きえてしまった。

　まわりを見みるが、どこにもいない。

「どこに行いったんだ？」

「消きえちゃったの……？」

　雷らい太たと沙さ知ち子こは戸と惑まどいながら、怪かい人じんの姿すがたを探さがした。

　そのとき──、




　カチ　カチ　カチ




　何なにかを叩たたく音おとがした。

　２人ふたりは同どう時じにハッとすると、耳みみをすました。




　カチ　カチ　カチ




　また音おとがする。

　どうやら近ちかくから聞きこえているようだ。

「何なんの音おとだ？」

「分わからないけど、油ゆ断だんしちゃダメよ……」

　音おとは一いっ定ていのリズムで聞きこえてくる。

　雷らい太たと沙さ知ち子こはそれぞれ武ぶ器きを握にぎりしめながら、その音おとのほうへと近ちかづいて行いった。

　すると、雑ぞう木き林ばやしの奥おくに、１本ぽんの枯かれた木きがぽつんと生はえていた。

　その木きの根ね元もとに、真まっ白しろな服ふくを着きたおじいさんが座すわっていた。




　カチ　カチ　カチ




　おじいさんは両りょう手てに白しろい石いしのようなものを持もって、それを打うちつけて音おとを鳴ならしているようだ。

「どうしてこんなところに？」

　沙さ知ち子こは、いぶかしげな表ひょう情じょうを浮うかべる。

　一いっ方ぽう、雷らい太たはおじいさんに歩あゆみ寄よった。

「すいません。この辺あたりで真まっ白しろな怪かい人じんを見みませんでしたか？」

「ちょっと、雷らい太たくん！」

　いくらなんでも怪あやしすぎる。

　だが、今いまの雷らい太たはくねくねを探さがすのに夢む中ちゅうで、怪あやしさにまったく気きづいていないようだった。

「あの！」

　雷らい太たはさらにおじいさんに近ちかづく。

　おじいさんは顔かおを下したにむけて、白しろい石いしのようなものを叩たたき続つづけていた。

「あの！　それ鳴ならすのをやめて僕ぼくの話はなしを聞きいて下ください！」

「ちょっと雷らい太たくんってば！」

　沙さ知ち子こは雷らい太たを止とめようとそばに駆かけ込こんだ。

　その瞬しゅん間かん、沙さ知ち子こはおじいさんが持もっている白しろい石いしのような物ものに目めが留とまった。

「あああ！」




　それは、人ひとの骨ほねだった。




　カチ　カチ　カチ

　おじいさんは両りょう手てに人ひとの骨ほねを持もって、音おとを鳴ならしていたのだ。

「きゃあああ！」

　沙さ知ち子こは思おもわずのけぞる。

「沙さ知ち子こちゃん？」

「骨ほね！　骨ほねよ!!」

「え??」

　雷らい太たは首くびをかしげながら、おじいさんの持もっている物ものを見みた。

「うわあ！」

　おじいさんが２人ふたりの驚おどろく声こえに反はん応のうし、顔かおをあげる。

　その顔かおは真まっ白しろで、目めも鼻はなも口くちもなかった。

「くねくねだ!!」

　雷らい太たは動どう揺ようしながらも、怪かい人じんにお札ふだを貼はろうとする。

　だが、その腕うでに何なにかが絡からみついた。

「えっ!?」

「雷らい太たくん！」

　見みると、伸のびた木きの枝えだが腕うでに絡からみついていた。




　カチ　カチ　カチ　カチ　カチ




　真まっ白しろな怪かい人じんは立たち上あがると、骨ほねを激はげしく叩たたいた。




　ゴゴゴゴッ




　怪かい人じんの後うしろにあった木きが激はげしく揺ゆれ動うごく。

　その木きから次つぎ々つぎと枝えだが伸のび、雷らい太たたちのほうへ迫せまってきた。

「雷らい太たくん！」

　沙さ知ち子こは雷らい太たを助たすけようと竹刀しないを振ふり上あげるが、その腕うでに枝えだが絡からみついてきた。

「きゃあ！」

　もう一いっ方ぽうの手てにも、両りょう足あしにも枝えだが絡からみつく。

「沙さ知ち子こちゃん！」

　雷らい太たは自じ分ぶんの腕うでに絡からみついた枝えだを外はずそうとするが、別べつの枝えだが伸のびてきて、もう一いっ方ぽうの腕うでにも絡からみついた。

「くっ、やめろ！」

　両りょう足あしにも枝えだが絡からみつく。

　顔かおにも絡からみつき、口くちが塞ふさがれてしまった。

「んんん!!」

　雷らい太たは必ひっ死しにお札ふだを貼はろうとするが、手てに力ちからが入はいらない。




　ズズズ　ズズズズ




　雷らい太たと沙さ知ち子こは少すこしずつ怪かい人じんのほうへと引ひきずられる。




　カチカチカチカチ

　ガバアッ！




　次つぎの瞬しゅん間かん、怪かい人じんの真まっ白しろな顔かおに、大おおきな口くちが現あらわれた。

　その口くちには、無む数すうのするどい尖とがった歯はが生はえている。




　カチカチカチカチカチカチカチカチ




　怪かい人じんは骨ほねを激はげしく叩たたきながら、口くちをさらに大おおきく開ひらき、雷らい太たと沙さ知ち子こを食たべようとした。

「嫌いやあああ!!」




「やめろ!!」




　突とつ然ぜん、聞きき覚おぼえのある声こえが響ひびいた。

　少すこし離はなれた木きの陰かげから、２つの影かげが見みえる。

　赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんと、黄き色いろいフードをかぶった犬いぬ──、

「フシギくん！」

　沙さ知ち子こが声こえをあげる。

　同どう時じに、フシギとジミーが駆かけ出だした。

「その子こらから離はなれるんや!!」

　ジミーは身体からだを丸まるめて、勢いきおいよく怪かい人じんに体たい当あたりした。

　瞬しゅん間かん、怪かい人じんが大おおきくよろける。

　ジミーはそのまま２人ふたりに絡からみついた枝えだを噛かみ切きろうとした。




　ガシッ




　だが、怪かい人じんがそんなジミーの背せ中なかを掴つかんだ。

「ジミーさん！」

「は、離はなせ!!」

　ジミーは怪かい人じんの手てを蹴けって振ふり払はらおうとするが、脚あしが短みじかくて届とどかない。




　ガバアアアッ！




　怪かい人じんは、ジミーを持もち上あげると、尖とがった歯はが生はえた大おおきな口くちを開ひらき、食たべようとした。

「ぬあああ、あかん!!」
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「まったく、何なにをしてるんだ──」




　フシギが怪かい人じんの目めの前まえにやってきた。

　そして、真まっ赤かな手て帳ちょうを開ひらくと、それを怪かい人じんのほうへむけた。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギは呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、真まっ白しろな怪かい人じんの身体からだから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　怪かい人じんが、消きえる。

　途と端たんに、雷らい太たたちを捕とらえていた枝えだも消きえ、木きは元もとの枯かれた状じょう態たいに戻もどった。

「フ、フシギ、ナイスタイミングや！」

　ジミーは笑え顔がおでフシギを褒ほめる。

「今いまの怪かい人じんはなんだったんだ？」

　一いっ方ぽう、雷らい太たはフシギのほうを見みた。




「あれは、『骨ほね食くいじじい』といって、寄き生せいしている木きに人ひと々びとを誘いざなって捕つかまえて食たべる恐おそろしい存そん在ざいだ」




「骨ほね食くいじじい……」

　くねくねではなかった。たまたま白しろくて似にていただけだったのだ。

　雷らい太たはガックリと肩かたを落おとした。

「雷らい太たくん……」

　沙さ知ち子こは心しん配ぱいそうに寄よりそう。

　そのなか、フシギは手て帳ちょうをじっと見みつめていた。

「どうやら、僕ぼくの予よ感かんは正ただしかったようだ」

「予よ感かん？　さっきも言いってたよな？」

　ジミーの言こと葉ばにフシギは小ちいさくうなずき、手て帳ちょうを見みせた。

　すると、写うつし取とられていたマークが、なぜかうっすらと消きえていった。




「都と市し伝でん説せつが、回かい収しゅうできない」




　手て帳ちょうが真まっ白しろになる。
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「千せん野のフシギ、どういうことだ？　君きみは今いま、呪じゅ文もんを唱となえたよね？」

「ああ。ここにいた骨ほね食くいじじいは、それで回かい収しゅうすることはできた」

「だったらどうして？」

　雷らい太たがそこまで言いったとき、ジミーが口くちを開ひらいた。

「ここにいた、っていうのはどういう意い味みや？」

　ジミーの問といかけに、フシギは険けわしい表ひょう情じょうになると、ゆっくりと口くちを開ひらいた。

「都と市し伝でん説せつはいろいろな町まちに存そん在ざいしている。だが、実じっ際さいに現あらわれるのは、昔むかしからその町まちで噂うわさされている都と市し伝でん説せつだけだ」

「昔むかしから？」

「ああ。そして骨ほね食くいじじいは、本ほん来らいこの町まちにいるはずのない都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつだ。『残ざん虐ぎゃくピエロ』のように移い動どうすることはない」

「なんやて!?」

「じゃあ、どうしてこの町まちに現あらわれたんだ？」




「回かい収しゅうしても呪のろいのマークが手て帳ちょうに残のこらない。そして、違ちがう町まちにその都と市し伝でん説せつが現あらわれる。答こたえはたった１つだ。──都と市し伝でん説せつは消きえてもまた具ぐ現げん化かする。おそらく、その噂うわさをするだけで、どんな町まちにでも」




　フシギはそう言いうと、険けわしい表ひょう情じょうで空そらを見みつめた。
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　小ちいさな海うみ辺べの町まち。

　小しょう学がく生せいの男おとこの子こたちが、公こう園えんで話はなしをしていた。

「なあ、俺おれネットですごい話はなしを知しったんだ」

「なに？　興きょう味みある！」

「教おしえて教おしえて！」

「『骨ほね食くいじじい』っていって、人ひとを襲おそって食たべちゃう都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつがいるんだって」

　男おとこの子この言こと葉ばに、みんな顔かおを見み合あわせる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、一いっ斉せいに笑わらった。

「も～、何なにを言いうかと思おもったら、なんだよそれ～」

「６年ねん生せいにもなって、そんなの信しんじてるの？」

「都と市し伝でん説せつの怪かい物ぶつなんかいるわけないだろ」

　みんなはさらに大おおきな声こえで笑わらった。

　そのときだった──。




　カチ　カチ　カチ




　何なにかを叩たたく音おとがした。

　そばの茂しげみのほうからだ。

「なんだ？」

　男おとこの子こたちは不ふ思し議ぎに思おもい、茂しげみに近ちかづいた。

　すると、茂しげみに植うえられた木きの根ね元もとに、真まっ白しろな服ふくを着きたおじいさんが座すわっていた。




　カチ　カチ　カチ




　おじいさんは両りょう手てに白しろい石いしのようなものを持もって、それを打うちつけている。

「あ、あの……」

　男おとこの子こたちはますます不ふ思し議ぎに思おもい、声こえをかけながら近ちかづく。

　おじいさんは、その声こえに反はん応のうし、ゆっくりと顔かおをあげた。

　その顔かおは真まっ白しろで、目めも鼻はなも口くちもなかった。




「うわあああ！」




　公こう園えんの茂しげみの中なかから悲ひ鳴めいが聞きこえる。

　しかしすぐに静しずまり、何なにも聞きこえなくなった。

　そんな公こう園えんの前まえに、ひとりの少しょう年ねんがやってくる。

　少しょう年ねんは、茂しげみをじっと見みつめていた。

　刹せつ那な、風かぜが吹ふいた。

　少しょう年ねんがかぶっていた、青あおいフードがわずかに揺ゆれた。

　その口くち元もとはなぜか、薄うすら笑わらいを浮うかべている。

　やがて、少しょう年ねんはその場ばから歩あるき出だす。

　そのまま振ふり返かえることなく、雑ざっ踏とうの中なかに消きえて行いった。
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